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本
日
、
第
１
１
２
回
う
る
ま
市
議
会
定
例

会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
平
成
29
年
度

予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
各
議
案
の
説
明
に

先
立
ち
ま
し
て
、
私
の
市
政
運
営
に
対
す
る

所
信
と
主
要
事
業
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
平
成
21
年
５
月
の
市
長
就
任
以

来
、
今
日
ま
で
２
期
８
年
に
わ
た
り
う
る
ま

市
民
の
先
頭
に
立
ち
、
様
々
な
行
政
課
題
の

解
決
に
向
け
、「
う
る
ま
市
は
ひ
と
つ
・
市

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、
次
の
３
つ
の
基
本
目
標
の
実
現
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

１
つ
目
の
目
標
で
あ
る
「
経
済
の
活
性

化
と
失
業
率
の
改
善
」
に
つ
い
て
は
、
経

済
の
活
性
化
に
向
け
、
積
極
的
な
公
共
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
よ
る
投
資
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

商
品
券
事
業
等
を
引
き
続
き
行
い
、
本
市
の

建
設
業
並
び
に
商
工
業
の
活
性
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

同
時
に
中
城
湾
港
新
港
地
区
へ
の
企
業
立

地
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
産
品
の
販
路
拡

大
・
新
商
品
開
発
な
ど
物
産
振
興
に
よ
る
市

内
事
業
者
の
経
営
の
安
定
と
新
規
創
業
者
の

支
援
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
次
の
10
年
を
見
据
え
た
「
観

光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」「
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」

「
産
業
振
興
計
画
」
を
経
済
振
興
の
柱
と
し

て
策
定
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
「
失

業
率
の
改
善
」
に
つ
い
て
は
、
就
労
支
援
・

雇
用
対
策
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
就
労
支

援
を
統
合
し
、
年
齢
に
応
じ
て
一
貫
し
た
支

援
を
行
っ
て
い
く
「
就
労
支
援
事
業
」
を
新

た
に
創
設
し
ま
し
た
。
本
市
の
雇
用
対
策
の

３
本
柱
と
し
て
「
就
業
意
欲
の
向
上
」「
雇
用

の
創
出
」「
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
」
を
掲
げ
、

失
業
率
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
就
労
支
援
に
つ
い
て
は
、「
う
る

ま
市
失
業
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
き
、
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
街
角
コ

ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
求
人
情
報
オ

ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
職
業
斡
旋

業
務
を
は
じ
め
、
各
種
人
材
育
成
事
業
な
ど

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
と
し
て
、
平
成
28
年
度
も

１
千
人
を
超
え
る
新
規
就
業
者
を
見
込
ん
で

お
り
、
本
市
の
経
済
・
雇
用
の
好
循
環
に
繋

げ
て
き
ま
し
た
。

２
つ
目
の
目
標
で
あ
る
「
教
育
・
子
育

て
支
援
の
拡
大
」
に
つ
い
て
は
、
学
校
整

備
事
業
と
し
て
、
勝
連
小
学
校
増
改
築
事
業

に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
高
江
洲

小
学
校
及
び
天
願
小
学
校
の
増
改
築
事
業
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

１
．
市
政
運
営
の
基
本
姿
勢
と

昨
年
の
振
り
返
り

うるま市長
島　袋　俊　夫

【宮城島の自然】

【３月に落成式を迎えた高江洲小学校校舎】

平
成
29
年
度

施
政
方
針

ま
た
、
赤
道
小
学
校
の
基
本
・
実
施
設
計
、

宮
森
小
学
校
の
基
本
設
計
業
務
に
着
手
し
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
校

舎
等
の
整
備
事
業
を
推
進
し
ま
し
た
。
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平成29年度　施 政 方 針

【市議会、伊計自治会と共に要請書を手交】

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
養
育
支
援
訪

問
事
業
を
開
始
し
、
育
児
環
境
に
課
題
の
あ

る
家
庭
に
支
援
員
が
訪
問
を
行
い
、
育
児
指

導
を
行
う
と
と
も
に
家
庭
の
諸
問
題
の
解
決

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
認
可
保
育
所
の
新
設
・
増
改
築
を

行
う
こ
と
で
定
員
増
を
図
り
、
放
課
後
の
子

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
学
童
ク
ラ
ブ

な
ど
の
環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
成
果
と
し
て
南
原
小
学
校
敷
地
内
に

「
南
原
小
学
校
学
童
ク
ラ
ブ
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

さ
ら
に
、
認
可
外
保
育
所
の
保
育
料
の
助

成
や
、
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象

年
齢
を
小
学
校
就
学
前
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

３
つ
目
の
目
標
で
あ
る
「
地
元
企
業
育

成
と
誘
致
、
そ
し
て
地
産
地
消
」
に
つ
い

て
は
、
地
元
企
業
育
成
と
し
て
、
商
工
会
並

び
に
通
り
会
と
連
携
し
商
業
活
性
化
を
図
る

と
と
も
に
、
創
業
支
援
計
画
に
基
づ
き
、
新

規
創
業
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
中
城
湾
港

新
港
地
区
の
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域

を
中
心
に
２
２
０
社
以
上
が
立
地
し
、
雇
用
者

総
数
も
５
，
４
０
０
人
を
超
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
琉
球
海
運
が
同
地
区
内
に
、
県

内
最
大
級
の
物
流
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
と

の
こ
と
で
あ
り
、
本
県
の
物
流
の
拠
点
地
域

と
し
て
発
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
本
市
の
経
済
へ
の
波
及
効
果
は
大
き

い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
農
水
産
業
戦
略

拠
点
施
設
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
商
品
開
発

や
生
産
者
の
皆
さ
ん
に
対
し
説
明
会
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
運
営
開
始
以
降
の
農
水
産

物
の
地
元
消
費
拡
大
や
給
食
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
な
ど
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
い
草
の
商
品
化
や
地
元
鮮
魚
の
干

物
加
工
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
、
６
次
産

業
に
よ
る
地
産
外
商
に
も
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
う
ち
な

ー
ん
ち
ゅ
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
た
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
能
文
化
の
面
か

ら
本
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
活
躍
が

相
次
ぎ
ま
し
た
。

ま
ず
、
第
47
回
全
国
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
大
会
で
全
国
制
覇
し
た
宮
森
小
学
校
女

子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
と
、
第
２
回

ジ
ュ
ニ
ア
世
界
空
手
道
選
手
権
に
お
い
て
優

勝
し
た
あ
げ
な
中
学
校
３
年
の
金
城
芽
唯
美

さ
ん
に
青
少
年
特
別
表
彰
を
贈
呈
し
、
こ
れ

ま
で
の
功
績
を
称
え
ま
し
た
。

第
43
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会
に

お
い
て
は
、
中
学
校
の
部
で
具
志
川
中
学
校

吹
奏
楽
部
が
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

高
江
洲
小
学
校
吹
奏
楽
部
は
、
先
日
開
催

さ
れ
た
第
16
回
マ
ー
チ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
全
国

大
会
に
沖
縄
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
最
高

賞
に
当
た
る
講
評
者
特
別
賞
を
受
賞
し
て
お

り
ま
す
。

８
月
に
開
催
さ
れ
た
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

女
子
バ
レ
ー
に
は
、
本
市
出
身
の
座
安
琴
希

選
手
が
出
場
し
た
ほ
か
、
最
近
の
話
題
と
し

て
、
第
40
回
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
新
人
俳
優

賞
を
具
志
川
高
校
３
年
の
佐
久
本
宝
君
が
受

賞
し
て
お
り
ま
す
。

国
際
的
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
か
ら
の

離
脱
問
題
や
、
第
45
代
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大

統
領
に
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
が
就
任
す

る
な
ど
大
き
な
動
き
も
あ
り
ま
し
た
。

国
内
の
情
勢
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
日
銀

に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
導
入
、
株
価

の
上
昇
、
円
安
の
進
行
や
、
国
の
進
め
る
地

方
創
生
に
関
す
る
事
業
の
実
施
や
経
済
対
策

等
に
よ
り
、
景
気
は
緩
や
か
な
回
復
基
調
で

推
移
し
て
お
り
、
県
内
経
済
に
つ
い
て
も
力

強
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
４
月
に
は
熊
本
地
震
、
８
月
に
は

台
風
10
号
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
、
改
め
て

自
然
災
害
に
対
す
る
備
え
の
重
要
性
を
実
感

し
ま
し
た
。

県
内
に
お
い
て
は
、
米
軍
属
に
よ
る
凶
悪

な
事
件
が
発
生
し
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
市
長
と
し
て
、
誠
に
残
念
な
事
件
で
あ

り
、
強
い
憤
り
を
覚
え
ま
し
た
。

ま
た
、
名
護
市
で
の
オ
ス
プ
レ
イ
と
伊
計

島
に
お
け
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
事
故
が
相
次

ぎ
、
市
議
会
と
と
も
に
日
米
両
政
府
を
は
じ

め
関
係
機
関
に
強
く
抗
議
し
、
こ
の
様
な
事

件
が
二
度
と
発
生
し
な
い
よ
う
関
係
機
関
の

適
切
な
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
航
空
機
の
騒
音
が
激
化
し
て
い

る
嘉
手
納
飛
行
場
周
辺
の
第
一
種
区
域
（
コ

ン
タ
ー
）
の
見
直
し
な
ど
も
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
市
民
に
不
利
益
が
無
い
よ
う
、
関

係
機
関
へ
要
請
し
ま
し
た
。

一
方
、
本
県
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
で
あ

る
観
光
面
に
お
い
て
は
、
入
域
観
光
客
が

８
６
１
万
３
，
１
０
０
人
と
な
り
、
４
年
連

続
で
過
去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
増
な
ど
に
よ

り
、
外
国
人
観
光
客
は
初
め
て
２
０
０
万
人

を
突
破
し
、
沖
縄
観
光
に
お
け
る
経
済
波
及

効
果
は
１
兆
円
を
超
え
る
と
の
調
査
結
果
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。　

県
で
は
２
０
２
１
年
度
の
入
域
観
光
客
数

１
，
０
０
０
万
人
達
成
を
目
標
に
掲
げ
て
お

り
、
今
後
も
入
域
観
光
客
の
増
加
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
も
引
き
続
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き
、
伝
統
文
化
・
歴
史
・
自
然
環
境
を
活
か

し
た
観
光
誘
客
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

市
内
に
お
い
て
は
、
４
月
に
旧
伊
計
小
中

学
校
を
活
用
し
た
広
域
通
信
制
Ｎ
高
等
学
校

が
開
校
し
ま
し
た
。
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
訪
れ

る
生
徒
の
宿
泊
や
体
験
学
習
な
ど
を
通
し

て
、
島
し
ょ
地
域
の
振
興
に
つ
な
げ
る
と
と

も
に
、
同
校
の
持
つ
情
報
発
信
力
に
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
３
庁
舎
で
行
っ
て
い
た
業
務
を
５

月
か
ら
西
棟
に
統
合
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

さ
ら
な
る
向
上
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

９
月
に
は
、
発
掘
調
査
を
進
め
て
い
た
世

界
遺
産
の
勝
連
城
跡
か
ら
国
内
初
の
古
代
ロ

ー
マ
帝
国
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
銅
貨
が
出
土

し
、
大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
海
外
と

の
交
易
で
栄
え
た
勝
連
城
の
歴
史
と
ロ
マ
ン

を
感
じ
さ
せ
る
話
題
で
、
今
後
の
歴
史
研
究

の
進
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
重
要
な
発
見
で

し
た
。

10
月
に
は
、
第
６
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン

チ
ュ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
本
市
で
も
関
連
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
「
世
界
の
う
る
ま
ん
ち
ゅ
交

流
事
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

世
界
各
地
か
ら
故
郷
「
う
る
ま
」
を
訪
問

さ
れ
た
多
く
の
「
う
る
ま
ん
ち
ゅ
」
と
市
民

が
絆
を
深
め
、
感
動
的
な
交
流
の
場
と
な
り

ま
し
た
。

【４世紀のローマ帝国のコイン】

【17世紀のオスマン帝国のコイン】

次
に
、
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
ご
説
明
い

た
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、

「
第
２
次
う
る
ま
市
総
合
計
画
・
前
期
基
本
計

画
」
及
び
「
第
13
回
実
施
計
画
」
等
を
踏
ま

え
、
各
施
策
の
目
標
達
成
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、「
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き

平
成
29
年
度
は
、
次
の
10
年
の
ま
ち
づ
く

り
を
見
据
え
た
「
第
２
次
う
る
ま
市
総
合
計

画
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
重
要
な
年
で
も
あ
り

ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
２
期
８
年
に
わ
た
る
ま
ち
づ

く
り
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
ま
ち

２
．
平
成
29
年
度
の
予
算
規
模

３
．
主
要
事
業
の
概
要

行
財
政
改
革
の
実
施
に
努
め
、
限
ら
れ
た
財

源
を
効
果
的
に
活
用
す
る
べ
く
枠
配
分
方
式

を
基
本
に
予
算
編
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

５
２
５
億
７
，
８
６
４
万
８
千
円
と
な
り
、

前
年
度
に
比
べ
０
．
９
％
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
特
別
会
計
予
算
な
ど
を
含
め
た
総

予
算
額
は
、
９
０
７
億
８
，
６
６
５
万
９
千

円
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
本
市
の
一
括
交
付
金
配
分
額
は
、

14
億
２
，
３
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
引

き
続
き
、
同
交
付
金
を
活
用
し
た
各
種
事
業

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【世界のうるまんちゅ交流事業】

（参考）
(1)特別会計予算の内訳
■国民健康保険特別会計
　２１４億４６１万１千円
■公共下水道事業特別会計
　　２７億１７５万７千円
■介護保険特別会計
　　９４億５，６１３万円
■後期高齢者医療特別会計
　　　９億２，４３２万１千円
■農業集落排水事業特別会計
　　　　　２，０９７万６千円

(2) 公営企業会計
■水道事業会計　
　　３７億２１万６千円

①「
み
ん
な
で
支
え
あ
う
健
や
か
な
ま

ち
づ
く
り
」

高
齢
者
福
祉
及
び
介
護
保
険
事
業
に

つ
い
て
は
、
計
画
の
最
終
年
度
と
な
っ
て
い

る
「
う
る
ま
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
６
期

介
護
保
険
事
業
計
画
」を
継
続
し
て
推
進
し
、

次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
等
の
策
定
と
、
高

齢
者
自
身
が
健
康
の
維
持
・
増
進
や
介
護
予

防
に
取
り
組
み
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
社
会

参
加
で
き
る
仕
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業

者
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
が
活
用
で
き
る
指

定
管
理
者
制
度
を
４
月
か
ら
う
る
み
ん
に
導

入
し
、
施
設
の
機
能
を
高
め
、
さ
ら
な
る
市

民
の
健
康
増
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
新
た
に
第
２
次
「
健
康
う

る
ま
21
」
を
策
定
し
、
妊
婦
・
乳
幼
児
か
ら

高
齢
期
に
至
る
ま
で
、
母
子
保
健
事
業
、
予

防
接
種
事
業
、
健
康
増
進
事
業
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

国
保
財
政
は
医
療
費
の
伸
び
に
よ
り
、
一

段
と
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

国
保
税
の
収
納
対
策
や
医
療
費
の
適
正
化
、

特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
と
保
健
指
導
の
強

化
等
を
図
り
、
健
全
化
に
努
め
ま
す
。 

さ
ら
に
、
平
成
30
年
度
の
広
域
化
に
向
け

づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第
２
次
う
る
ま
市

総
合
計
画
」
に
掲
げ
る
６
つ
の
基
本
目
標
に

沿
っ
て
、
主
要
事
業
の
概
要
を
説
明
い
た
し

ま
す
。
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【農水産業振興戦略拠点施設の完成予想図】

て
、
都
市
国
保
協
議
会
を
中
心
に
国
保
財
政

の
赤
字
問
題
解
決
の
た
め
、
前
期
高
齢
者
交

付
金
の
格
差
是
正
の
財
政
支
援
措
置
を
引
き

続
き
国
へ
要
請
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
、
被
保

険
者
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
長

寿
健
診
の
受
診
勧
奨
と
人
間
ド
ッ
ク･

脳
ド
ッ

ク
健
診
費
用
の
一
部
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
第
３
次
う
る

ま
市
地
域
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
民
が

必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
、
互
い
に
助
け
合

え
る
地
域
社
会
を
目
指
す
た
め
、
関
係
団
体

と
連
携
し
「
み
ん
な
で
支
え
あ
う
健
や
か
な

ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
計
画
の

最
終
年
度
と
な
っ
て
い
る
「
第
２
次
う
る
ま

市
障
が
い
者
福
祉
計
画
」・「
第
４
期
う
る
ま

市
障
害
福
祉
計
画
」
を
継
続
し
て
推
進
し
、

次
期
障
が
い
者
福
祉
計
画
等
の
策
定
に
取
り

組
み
、
共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
、
総
合
的

な
相
談
支
援
体
制
や
就
労
支
援
等
、
障
が
い

者
福
祉
施
策
の
充
実
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
適
正
実
施
に
努

め
る
と
と
も
に
、
要
保
護
者
の
自
立
に
向
け

た
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」
に
基

づ
く
自
立
相
談
支
援
事
業
や
住
居
確
保
給
付

金
事
業
、
学
習
支
援
事
業
な
ど
を
引
き
続
き

実
施
し
、
生
活
保
護
に
至
る
前
の
自
立
支
援

に
加
え
、
近
年
、
全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
貧
困
の
連
鎖
防
止
に
努
め
ま
す
。

環
境
に
つ
い
て
は
、「
う
る
ま
市
環
境
基

本
計
画
」
な
ど
の
推
進
な
ら
び
に
「
第
２
次

う
る
ま
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」
の

策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

ご
み
対
策
に
つ
い
て
は
、
減
量
化
や
再
利

用
・
再
資
源
化
を
推
進
し
、
監
視
カ
メ
ラ
の

設
置
に
よ
る
不
法
投
棄
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
津
堅
島
に
お
い
て
は
、
島
お
こ
し

事
業
を
通
し
て
環
境
に
関
す
る
意
識
が
向
上

し
た
こ
と
か
ら
、
漂
着
ご
み
や
家
庭
ご
み
な

ど
を
島
内
処
理
で
解
決
す
る
た
め
、
小
型
焼

却
炉
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
公
害
、
野
犬
・
ハ
ブ
等
の
対
策
の

ほ
か
、
墓
地
行
政
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く

り
と
の
整
合
性
に
留
意
し
た
墓
地
立
地
の
規

制
と
誘
導
に
取
り
組
み
ま
す
。

②「
子
ど
も
が
い
き
い
き
と
育
つ
ま
ち

づ
く
り
」

今
年
度
の
新
た
な
重
点
施
策
と
し
て
、
子

育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

「
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
」
に
お
け
る
通
院

対
象
年
齢
を
、
こ
れ
ま
で
の
小
学
校
就
学
前

か
ら
、
中
学
校
卒
業
ま
で
に
拡
充
し
ま
す
。

さ
ら
に
医
療
費
の
自
動
償
還
払
い
に
つ
い

て
、
８
月
か
ら
「
母
子
及
び
父
子
家
庭
等
医

療
費
助
成
事
業
」
に
も
導
入
し
、
利
便
性
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
健
や
か
な
子
ど

も
の
成
長
発
達
の
た
め
、
規
則
正
し
い
生
活

リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
麻
し
ん
・

風
し
ん
の
重
篤
化
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
予
防
接
種
の
未
接
種
者
を
対
象
と
す
る

助
成
事
業
を
今
年
度
か
ら
開
始
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
共
働
き
家

庭
等
の
児
童
に
対
し
、
放
課
後
に
適
切
な
遊

び
と
生
活
の
場
を
提
供
す
る
放
課
後
学
童
ク

ラ
ブ
の
小
学
校
内
で
の
実
施
に
取
り
組
み
ま

す
。保

育
に
つ
い
て
は
、
分
園
や
小
規
模
保
育

事
業
の
促
進
を
図
る
た
め
の
家
賃
補
助
事
業

や
、
保
育
士
確
保
に
向
け
た
保
育
士
再
就
職

支
援
準
備
金
事
業
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
施
設
整
備
を

行
い
、
約
５
０
０
人
の
定
員
増
を
め
ざ
し
ま

す
。認

可
外
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
入
所
児

童
の
処
遇
向
上
を
図
る
た
め
の
内
科
検
診
費

や
教
材
費
等
の
助
成
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
「
ひ
と
り

親
世
帯
及
び
待
機
児
童
世
帯
に
対
す
る
保
育

料
助
成
事
業
」
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

③「
ま
ち
の
活
力
を
生
み
出
す
産
業
づ

く
り
」

農
業
農
村
整
備
に
つ
い
て
は
、
安
定
的

な
農
業
生
産
環
境
の
確
保
と
生
産
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
団
体
営
た
め
池
等
整
備
事
業

（
東
山
地
区
）や
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業（
う

る
ま
第
３
地
区
、
与
那
城
上
原
）
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。

水
産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
「
う

る
ま
市
水
産
業
振
興
計
画
」
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
漁
業
経
営
の
安
定
化
と
効
率
化
を

図
る
た
め
、
浜
漁
港
お
よ
び
比
嘉
漁
港
の
整

備
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
業
振
興
ビ
ジ

ョ
ン
に
沿
っ
て
、
安
定
的
な
農
業
経
営
を
支

援
す
る
各
種
施
策
や
、
耕
作
放
棄
地
解
消
に

向
け
た
取
り
組
み
等
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
展
開
し
ま
す
。

畜
産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
優

良
山
羊
生
産
拡
大
事
業
に
加
え
、
肉
用
牛
生

産
拡
大
強
化
事
業
や
そ
の
他
の
施
策
を
実
施

し
、
安
定
的
な
畜
産
経
営
を
支
援
し
ま
す
。

農
水
産
業
振
興
戦
略
拠
点
施
設
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
春
の
供
用
開

始
に
向
け
て
農
水
産
物
直
売
所
棟
及
び
産
直

レ
ス
ト
ラ
ン
棟
を
整
備
し
ま
す
。
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商
工
業
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
の
各
種
補

助
や
支
援
事
業
に
取
り
組
み
、
地
域
経
済
の

活
性
化
や
観
光
商
品
開
発
を
支
援
し
ま
す
。 

ま
た
、
国
か
ら
認
定
を
受
け
た
創
業
支
援

計
画
に
基
づ
き
、
新
規
創
業
者
の
支
援
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

商
品
券
発
行
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。 

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
第
２
次
観
光
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
戦
略
的
な
観
光
産

業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
う
る
ま
市
観
光
物
産
協
会
を
窓
口

と
し
た
、
体
験
型
観
光
商
品
の
サ
ー
ビ
ス
展

開
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
安
全
・
安
心
な

民
泊
の
受
入
体
制
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
県

内
外
へ
の
観
光
情
報
の
発
信
や
、
エ
イ
サ
ー・

闘
牛
・
冬
季
に
お
け
る
観
光
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
開
催
し
、
観
光
誘
客
の
拡
大
を
図
る
と
と

も
に
、
周
辺
市
町
村
と
連
携
し
た
中
城
湾
港

へ
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
受
け
入
れ
な
ど
広
域
的

な
観
光
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

県
内
外
か
ら
反
響
の
大
き
い
「
島
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て

開
催
し
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
し
て
、

島
し
ょ
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

物
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
商
品
開
発
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、

ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
を
活
用
し
て
県
内
外
に

向
け
、
市
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や
販
路
拡
大
を
図
り

ま
す
。

雇
用
促
進
・
就
業
支
援
に
つ
い
て
は
、

求
人
情
報
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
や
相
談
窓

口
な
ど
に
よ
り
、
求
職
者
と
事
業
者
と
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
若
年
者
の
就
業
意
欲
を
高
め
る
た

め
、
う
る
ま
市
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
連
携
推
進
事
業

を
推
進
し
、
与
勝
第
二
中
学
校
区
に
お
い
て

幼
小
中
一
貫
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
施
す

る
な
ど
、
児
童
生
徒
の
就
業
意
欲
に
つ
な
が

る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
・
強
化
に
努
め
ま

す
。

高
齢
者
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
の
就
業
機
会
拡
充
を
図
る
た
め
、
引
き

続
き
う
る
ま
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

企
業
立
地
に
つ
い
て
は
、「
う
る
ま
市
産

業
振
興
計
画
」
に
基
づ
き
、
国
・
県
と
連
携

し
た
戦
略
的
な
企
業
誘
致
活
動
に
取
り
組
み

ま
す
。

中
城
湾
港
新
港
地
区
に
お
い
て
は
、
東
埠

頭
の
供
用
開
始
に
合
わ
せ
て
、
港
湾
の
活
用

を
踏
ま
え
た
物
流
関
連
企
業
等
の
誘
致
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
カ
レ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
等
の

人
材
育
成
を
行
い
、
企
業
の
必
要
と
す
る
人

材
確
保
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
企
業
立
地
を

促
進
し
雇
用
の
拡
大
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

④「
自
然
と
調
和
し
た
快
適
で
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」

土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
市
街
地
化
、

商
業
地
化
が
進
む
地
域
の
現
状
を
踏
ま
え
つ

つ
、
農
業
振
興
上
、
適
正
な
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
の
見
直
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

勝
連
城
跡
及
び
周
辺
地
域
に
つ
い
て

は
、観
光
振
興
を
含
め
た
複
合
施
設
と
し
て
、

勝
連
城
跡
周
辺
文
化
観
光
拠
点
整
備
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

景
観
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
景
観
づ
く
り

や
緑
化
へ
の
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、「
う

る
ま
市
景
観
計
画
」
に
基
づ
き
、
浜
比
嘉
島

な
ど
の
景
観
地
区
指
定
に
向
け
て
取
り
組
み

ま
す
。

【キャリア教育〜チャレンジＪＯＢ体験〜】

【うるま感動体験　シーカヤック体験】

安
慶
名
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

は
、
幹
線
と
な
る
街
路
や
区
画
道
路
、
上
下

水
道
の
整
備
を
進
め
、
宅
地
の
早
期
利
用
を

促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
組
合
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
技
術
的
指
導
等
の

支
援
を
行
い
な
が
ら
、
早
期
完
了
を
目
指
し

ま
す
。

市
道
に
つ
い
て
は
、
与
那
城
17
号
線
ほ
か

９
路
線
の
継
続
事
業
の
整
備
を
進
め
、
地
域

間
・
集
落
間
の
道
路
連
結
を
図
り
、
市
民
の

利
便
性
向
上
に
努
め
ま
す
。

街
路
に
つ
い
て
は
、
新
規
に
着
手
し
た
安

慶
名
田
場
線
を
は
じ
め
、
安
慶
名
３
区
線
、

兼
箇
段
高
江
洲
線
の
各
道
路
改
築
事
業
を
継

続
し
て
推
進
し
ま
す
。

公
園
に
つ
い
て
は
、
ヌ
ー
リ
川
公
園
、
川

崎
公
園
、
下
原
地
区
ス
ポ
ー
ツ
広
場
お
よ
び

米
原
緑
地
広
場
整
備
事
業
に
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、「
う
る
ま
市
公

営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」
を
見
直
す
と
と

も
に
、
長
田
団
地
建
替
事
業
を
推
進
し
、
計

画
的
な
公
営
住
宅
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

公
園
お
よ
び
橋
梁
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
寿
命
化
計
画
等
に
基

づ
き
、
修
繕
・
更
新
に
引
き
続
き
取
り
組
み

ま
す
。

上
水
道
に
つ
い
て
は
、
津
堅
島
海
底
送
水
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ま
た
、
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
沖

展
選
抜
展
」・「
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

や
、
市
民
芸
術
劇
場
と
連
携
し
た
「
総
合
文

化
祭
」
を
開
催
し
、
広
域
的
な
文
化
活
動
の

拠
点
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
芸
術
劇
場
、
石
川
会
館
、

き
む
た
か
ホ
ー
ル
の
特
長
を
活
か
し
た
自
主

企
画
事
業
の
充
実
や
舞
台
芸
術
活
動
の
振
興

に
努
め
ま
す
。

教
育
に
関
す
る
新
た
な
取
組
と
し
て
、
学

校
と
保
護
者
、
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て

学
校
運
営
に
あ
た
る
「
市
民
協
働
学
校
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
）」
を
導
入
し
ま
す
。

今
年
度
は
モ
デ
ル
校
と
し
て
、
与
勝
第
二

中
学
校
、
平
敷
屋
小
学
校
、
具
志
川
小
学
校
、

高
江
洲
小
学
校
、
城
前
小
学
校
で
、
先
行
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
児
童
生
徒
の
「
確
か
な
学
力
」

向
上
を
図
る
た
め
に
、
引
き
続
き
、
各
学
校

に
学
力
向
上
支
援
員
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
等
を

配
置
し
ま
す
。

【うるま市生涯学習・文化振興センターゆらてく】

【電子黒板を活用したＩＣＴ教育】

管
更
新
工
事
の
基
本
計
画
に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
耐
震
性
の
あ
る
水
道
管
へ
の
更
新
を

引
き
続
き
行
い
、
配
水
ブ
ロ
ッ
ク
中
央
監
視

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
漏
水
箇
所
の
早
期
発

見
と
早
期
修
繕
に
よ
る
有
収
率
の
向
上
を
図

り
、
安
全
・
安
心
な
水
道
水
の
安
定
供
給
に

努
め
ま
す
。

下
水
道
に
つ
い
て
は
、「
う
る
ま
市
汚
水

処
理
施
設
整
備
構
想
」
に
基
づ
い
た
基
本
計

画
の
見
直
し
を
行
い
、
効
率
的
か
つ
持
続
的

な
汚
水
処
理
施
設
の
整
備
と
老
朽
化
対
策
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
農
業
集
落
排
水
及
び

浄
化
槽
の
汚
水
処
理
業
務
を
一
元
化
し
、
効

率
的
な
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、

引
き
続
き
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

国
・
県
の
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、（
仮

称
）
県
道
勝
連
半
島
南
岸
部
道
路
の
事
業
化

に
向
け
積
極
的
に
協
力
し
、
整
備
促
進
を
図

り
ま
す
。

⑤「
郷
土
に
誇
り
を
も
ち
未
来
を
拓
く

人
づ
く
り
」

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
４
月
１
日
に
は

一
括
交
付
金
を
活
用
し
た
、
市
民
待
望
の
生

涯
学
習
・
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
ら
て
く
」

が
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
生
涯

学
習
と
文
化
芸
能
の
継
承
発
展
に
つ
な
が
る

よ
う
努
め
ま
す
。

幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、
幼
稚
園
に
お
け

る
複
数
年
保
育
の
実
施
を
推
進
し
ま
す
。

総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
、
保
育
園
・
幼

稚
園
・
小
学
校
が
連
携
す
る
こ
と
を
確
認
し

て
お
り
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
電
子
黒
板
を
効

果
的
に
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
の
授
業
に
対
す
る
興

味
や
集
中
力
の
向
上
が
図
ら
れ
、学
力
も
年
々

向
上
し
て
お
り
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ

と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
特
別
支

援
ヘ
ル
パ
ー
の
配
置
な
ど
、
必
要
な
支
援
に

努
め
ま
す
。

い
じ
め
の
防
止
等
に
つ
い
て
は
、「
う
る

ま
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
い
じ
め
の
防
止
等
の
対
策
に
努
め
ま
す
。

教
職
員
の
研
修
に
つ
い
て
は
、
教
育
研

究
と
学
校
訪
問
を
核
と
し
た
各
種
研
修
の
充

実
、
視
察
研
修
に
派
遣
す
る
な
ど
、
資
質
・

能
力
や
授
業
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
適
応
指
導
教
室
や
各
地
区
相
談
室

の
運
営
の
充
実
に
努
め
、
教
育
上
の
悩
み
を

抱
え
る
幼
児
・
児
童
生
徒
・
保
護
者
・
教
師

の
相
談
に
応
じ
、
課
題
解
決
に
向
け
学
校
・

家
庭
と
連
携
し
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
青

少
年
の
非
行
に
繋
が
る
深
夜
は
い
か
い
を
防

止
す
る
た
め
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
・
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、
街
頭
指
導
を
継
続
し

て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
等
へ
相
談
員
を
配
置
し
、
児

童
・
生
徒
の
支
援
活
動
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
民
俗
文
化
財
な
ど

の
伝
統
芸
能
の
保
存
・
継
承
に
努
め
、
埋
蔵

文
化
財
の
保
護
及
び
発
掘
調
査
を
継
続
し
、

地
域
資
源
と
し
て
の
活
用
を
推
進
し
ま
す
。
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勝
連
城
跡
に
つ
い
て
は
、
史
跡
指
定
地
の

公
有
化
と
世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値
の
保
存

に
引
き
続
き
努
め
ま
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
教
室
や
競
技
大
会
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
具
志
川
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
な
ど
の

施
設
環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安
心
で

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給
食
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
地
元
食
材
の
活
用
や
沖
縄
の
年

中
行
事
食
を
取
り
入
れ
た
食
育
の
普
及
・
啓

発
や
地
産
地
消
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
学
校
給
食
の
安
定
的
な
運
営
を
行

う
た
め
、「
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
第
二
調
理
場
」

「
石
川
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
の
調
理
業
務
等

を
引
き
続
き
委
託
す
る
ほ
か
、「
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
施
設
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
勝
連
小
学
校

の
増
改
築
事
業
と
と
も
に
、
赤
道
小
学
校
の

実
施
設
計
・
外
構
設
計
、
宮
森
小
学
校
の
実

施
設
計
業
務
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組

み
、
学
校
施
設
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
生
涯
に
わ

た
る
自
己
学
習
の
支
援
の
ほ
か
、「
読
み
聞
か

せ
会
」
や
「
お
は
な
し
会
」
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
と
お
し
読
書
意
欲
を
高
め
、
市
民
に
親

し
み
や
す
い
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

ま
た
、
市
の
政
策
に
対
し
て
、
広
く
市
民

や
事
業
者
の
皆
さ
ま
か
ら
意
見
や
情
報
を
い

た
だ
く
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
」
や
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
政
へ
の
ご
意
見
」

メ
ー
ル
な
ど
の
活
用
に
よ
り
、
市
民
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
行
政
経
営
に
反
映
で
き
る
よ
う
努

め
ま
す
。

基
地
問
題
に
つ
い
て
は
、
国
が
進
め
て
い

る
嘉
手
納
飛
行
場
周
辺
の
第
一
種
区
域
の（
コ

ン
タ
ー
）
見
直
し
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と

連
携
し
引
き
続
き
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
へ
の
原
子

力
潜
水
艦
の
寄
港
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
国

へ
中
止
を
求
め
る
と
と
も
に
、
原
子
力
災
害

に
備
え
る
た
め
、
避
難
・
誘
導
等
の
訓
練
実

施
に
向
け
た
調
査
・
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。

米
軍
か
ら
派
生
す
る
事
件
・
事
故
等
の
問

題
解
決
に
つ
い
て
は
、
過
重
な
米
軍
基
地
負

担
の
軽
減
、
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
な
見

直
し
等
が
必
要
で
あ
り
、
沖
縄
県
軍
用
地
転

用
促
進
・
基
地
問
題
協
議
会
を
は
じ
め
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
日
米
両

政
府
及
び
米
軍
へ
強
く
訴
え
て
い
き
ま
す
。

防
災
行
政
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
自
然
災

害
に
備
え
る
た
め
指
定
避
難
所
等
に
防
災
備

蓄
倉
庫
を
整
備
し
、
食
料
や
生
活
必
需
品
な

ど
の
備
蓄
に
努
め
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災

組
織
の
組
織
化
と
支
援
育
成
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
防
災
情
報
伝
達
機
能
の
多
様
化
・

高
度
化
を
図
る
た
め
、
防
災
情
報
伝
達
シ
ス

テ
ム
整
備
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

⑥「
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
民
・
行
政
の

協
働
の
も
と
、
防
犯
活
動
の
展
開
や
、
防
犯

協
会
を
中
心
と
し
た
協
力
体
制
の
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
各
自
治
会
へ
の
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
交
通
安

全
思
想
の
普
及
を
図
る
た
め
、
警
察
機
関
や

交
通
安
全
協
会
な
ど
と
連
携
し
、
飲
酒
運
転

の
根
絶
や
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
に
向
け
た
広

報
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、「
う
る
ま
市
地
域
活
動
支
援
助
成
事
業
」

を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
自
治
会

と
連
携
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
促
進
し
ま
す
。

国
内
外
の
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
海
外
移
住
者
子
弟
受
入
事
業
及
び

ハ
ワ
イ
沖
縄
プ
ラ
ザ
の
建
設
に
向
け
た
支
援

を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
盛
岡
市
と
の
友
好
都
市
締
結
か
ら

５
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
５
周
年
記
念
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

市
民
相
談
に
つ
い
て
は
、
人
権
相
談
・
行

政
相
談
及
び
無
料
法
律
相
談
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
や
多
重
債
務
な
ど
の
消
費
生
活
問
題
が

増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度
か
ら
新
た
に

消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
を
常
設
し
ま
す
。

島
し
ょ
地
域
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
旧

宮
城
小
学
校
跡
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

動
拠
点
と
な
る
「（
仮
称
）
宮
城
島
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
」、
旧
比
嘉
小
学
校
跡
に

防
災
避
難
施
設
、
旧
浜
中
学
校
の
施
設
整
備

を
推
進
し
、
島
し
ょ
地
域
の
活
性
化
等
に
向

け
た
取
り
組
み
の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
島
し
ょ
地
域
の
情
報
通
信
環
境
整

備
に
つ
い
て
、
国
や
県
に
要
請
し
て
い
き
ま

す
。男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
う
る
み

ん
に
「
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、「
男
女
共
同
参
画
推

進
条
例
」
の
周
知
や
、「
男
女
共
同
参
画
行
動

計
画
」
に
基
づ
き
、
市
民
や
自
治
会
、
関
係

団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、
意
識
の
醸
成
と
参

画
機
会
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

広
報
広
聴
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
や
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ラ
イ
ン
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

な
ど
を
活
用
し
、
市
政
や
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
情
報
の
ほ
か
、
防
災
情
報
や
イ
ベ
ン
ト

情
報
な
ど
の
発
信
に
努
め
ま
す
。

【市からのＬＩＮＥ配信画面】

広報うるま 2017　４月号　　　8



平成29年度　施 政 方 針

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ

く
適
正
な
公
有
資
産
管
理
や
、
庁
舎
跡

地
・
学
校
跡
地
な
ど
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
公
民
連
携
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
：
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
の

可
能
性
を
検
討
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

窓
口
業
務
に
お
い
て
は
、
住
所
変
更
に
伴

う
手
続
き
を
集
約
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な

る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
各

出
張
所
に
お
い
て
も
、
お
昼
時
間
の
窓
口
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
利
便
性
向

上
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

啓
発
に
も
努
め
ま
す
。

市
税
に
つ
い
て
は
、
適
正
か
つ
公
平
な
課

税
に
努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
徴
収
率

の
向
上
に
よ
り
自
主
財
源
の
確
保
に
取
り
組

み
ま
す
。

人
事
行
政
に
つ
い
て
は
、
職
員
研
修
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
人
事
評
価
制
度
を
活

用
し
た
人
材
育
成
に
向
け
て
取
り
組
み
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

行
政
経
営
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
行
政
課

題
や
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
適
切
か
つ

柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、
第
３
次
行
政
改
革

大
綱
に
基
づ
く
実
施
計
画
を
着
実
に
推
進
し

ま
す
。

ま
た
、
行
政
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
基
づ

い
た
予
算
編
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
円

滑
な
行
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

消
防
行
政
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た
与

勝
消
防
署
庁
舎
の
建
設
工
事
に
着
手
し
ま
す
。 

ま
た
、
年
々
増
加
す
る
救
急
業
務
や
あ
ら

ゆ
る
災
害
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
消

防
職
員
や
消
防
団
員
の
研
修
及
び
訓
練
体
制

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

市
民
等
に
対
す
る
応
急
手
当
講
習
会
の
実

施
に
つ
い
て
も
、
取
組
み
を
強
化
し
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

併
せ
て
、
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
地
区
や
危

険
物
施
設
の
保
安
管
理
体
制
及
び
建
築
物
の

火
災
予
防
対
策
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
指

導
強
化
に
努
め
ま
す
。

消
防
団
員
に
つ
い
て
は
、
職
員
と
の
連
携

強
化
を
図
り
、消
防
団
の
活
動
環
境
を
整
え
、

消
防
力
の
充
実
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
分
野
横
断
施
策
に
つ
い
て

な
お
、
本
市
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
「
健

康
づ
く
り
」「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
」「
島
し

ょ
地
域
振
興
」
に
つ
い
て
は
、
各
部
署
が
連

携
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

次
の
10
年
を
見
据
え
た
「
第
２
次
う
る
ま
市

総
合
計
画
」
に
お
い
て
、
分
野
横
断
施
策
と

し
て
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
「
健
康
づ
く
り
」
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
の
市
民
が
健
康
を
財
産
と
し
て

と
ら
え
、
家
族
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
で
主

体
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
健
康
の

保
持
増
進
、
生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
し
ま

す
。「

子
ど
も
の
貧
困
対
策
」
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
の
将
来
が
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に
左

右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
貧
困
が
世
代
を
超
え

て
連
鎖
す
る
こ
と
の
な
い
社
会
を
目
指
し
、

国
や
県
の
補
助
金
や
基
金
な
ど
を
活
用
し
た

事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

「
島
し
ょ
地
域
振
興
」
に
つ
い
て
は
、
地

方
創
生
関
連
補
助
金
な
ど
を
活
用
し
、
地
域

の
魅
力
を
活
か
し
た
振
興
策
に
取
り
組
み
地

域
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

以
上
、
平
成
29
年
度
の
市
政
運
営
に
あ
た

り
、
私
の
所
信
と
予
算
案
、
主
要
事
業
の
概

要
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
私
が
市
政
運
営
に
邁
進
で
き
ま

し
た
の
も
、
議
員
各
位
並
び
に
市
民
の
皆
さ

ま
の
お
力
添
え
の
お
か
げ
で
あ
り
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
う
る
ま
市
長
と
し
て
２
期
８
年
の

取
り
組
み
を
さ
ら
に
実
の
あ
る
も
の
に
す
る

た
め
に
、
今
年
４
月
23
日
に
執
行
さ
れ
る
市

長
選
挙
に
出
馬
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
は
、
奇
し
く
も
10
年
後
の
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第
２
次
う
る
ま

市
総
合
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
重
要
な
年

で
も
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
信
任
を
得
て
、
本
市
の

さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
、「
市
民
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」、「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を

活
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
ス
ピ

ー
ド
感
を
も
っ
て
、
全
力
で
取
り
組
む
所
存

で
あ
り
ま
す
。

市
議
会
並
び
に
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
引

き
続
き
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
施
政
方
針
と
い

た
し
ま
す
。

平
成
29
年
２
月
22
日

　
　

う
る
ま
市
長

４
．
結　
び

【宮城島で行われた島あしび】
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うるまの埋蔵金（黄金芋まんじゅう）
「黄金芋」と「ぬちまーす」の素
材を使用した饅頭です。全国菓子
大博覧会で名誉総裁賞を受賞。

【問】有限会社 プティ・フール
☎９６５－４７０２

あまＳＵＮ（中晩柑類「天草」）
濃厚な甘みと果汁が多いのが特徴
です。一度味わうと虜になること
間違いなし。

【問】中部地区晩生柑橘産地育成
協議会　☎９２３－７６０７

銘　　柄 種　類 問い合わせ

黒糖屋さんの黒糖しょうが湯 しょうが湯 ㈱海邦商事
☎938-2133

恋のやまいも 菓子

㈲プティ・フール
☎965-4702

山芋シフォンケーキ 菓子

津堅にんじんロールケーキ 菓子類

みほそまんじゅう 菓子類

もずくパン 食品

津堅にんじんロール 菓子類 レストランB.B.R
（パティスリー R）

☎973-1234ビーグクッキー　～畳仕立て～ 菓子類

モズフル 菓子類 ケーキのトミーズ
☎973-9348

こがねチャンまんじゅー 食品加工品 黄金茶屋
☎923-0812えがおファームの村田さんが作った

黄金の焼き芋プリン 食品加工品

うるまジェラート（ぬちまーす・山城紅
茶・黄金芋・津堅にんじん・ビーグ） アイスミルク ㈱たみくさ

☎978-8017

銘　　柄 種　類 問い合わせ
もずく醤油 食品加工品 勝連漁業協同組合

☎983-0003もずく餃子 食品加工品

もずっこ 食品 手作り加工所あやかりん
☎978-4993

黒糖肉みそ 食品加工品
（味噌） ㈱万鐘

☎923-0725にんにく肉みそ 食品加工品
（味噌）

津堅島の台所からにんじんドレッシング 食品加工品
津堅構改センター

津堅みやらび
☎978-7568

浜比嘉塩 塩 ㈱高江洲製塩所
☎977-8667

キング 110ｍ 製紙

昭和製紙㈱
☎973-4125

オキナワタオルペーパー 製紙
守礼紙銭 製紙
花笠 製紙
昭和 製紙

銘柄 種類 問い合わせ
ロイヤル 製紙

昭和製紙㈱
☎973-4125

コアゴールＳシングル 製紙
コアゴールＷダブル 製紙
ローズアロマ 製紙
うるま紙 製紙

回転つり針外し 釣具 越来造船
☎090-3790-7503

くろがねの小農具（鎌・鍬・三股スコッ
プ・根切棒・ヘラ・登り鎌・砂糖キビ斧・
砂糖キビ脱葉鎌・包丁）

農具 竹馬製作所
☎973-5258

玄米ホットパックmini ホットパック
サポートセンター

アジュテ
☎989-6447

紅型染め小ふろしき 工芸品 紅型Ｌab邦
☎080-1740-9292

竪琴（うるまの竪琴）
ことのは・あやはべる・てるる・ももね 工芸品

てるる詩の木工房
（木の工房杢陽）

☎974-1780

名
産

品

推
奨

品

う
る
ま
市
産
品
の
ご
紹
介
み
ん
な
の
　う
る
ま
市
の
逸
品

うるま市で生まれ育った市産品には、地域特性を活かした海産物や農水産物から、伝統的な泡盛や工芸品までさまざまです。県内外からも注目を集める自慢のうるま産の魅力を紹介します。

うるま市を代表するもの
で、品質が優れ、多くの
市民に好まれるもの。

名産品にふさわしいも
のを創りだすため将来
性があり、名産品に準
ずるもの。

うるま市名産品等選定
委員会が選定し、市長
が認定します。

うるま市名産品等選定
委員会委員長が認定し
ます。

ぬちまーす
宮城島の美しい海水100％を世界
初の特許製法により海水をそのま
ま結晶化。

【問】株式会社　ぬちまーす
☎９８３－１１４０

琉球三線　胡弓
クルチ（琉球黒壇）、ユシギ（イス
ノキ）、ニシ
キヘビ皮を
材とし、す
べて手作り
で日々制作
しています。

【問】照屋勝武三線店
☎９６４－２４３９

沖縄小雪
県産黒糖を
使用したパウ
ダー状の微
粉末加工黒
糖です。上
品でさっぱり
とした味わい
で、お餅に
振り掛けた
り、和菓子作り等におすすめです。

【問】株式会社　海邦商事
☎９３８－２１３３

黒糖屋さんのミックスナッツ
「ぬちまーす」と県産の砂糖をから
めたミックス
ナッツ。
ほんのり塩
味なので塩
分を気にす
る方にもお
すすめです。

【問】株式会社　海邦商事
☎９３８－２１３３

津堅にんじん
色鮮やかで甘くて美味しく、栄養
価も優れています。生でも調理し
てもデザートでも良し。

【問】うるま市野菜産地協議会
☎９２３－７６０７

※黄色は、平成28年度に新しく認定された商品です。
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銘　　柄 種　類 問い合わせ
琉球泡盛
松藤限定3年古酒 43度 500㎖ 泡盛

崎山酒造廠
☎968-2417

琉球泡盛
松藤プレミアムブランド 30度 720㎖ 泡盛

琉球泡盛
黒の松藤 30度 720㎖ 泡盛

琉球泡盛
松藤ブレンド酒 25度 720㎖ 泡盛

琉球泡盛 舞天 35度 720㎖ 泡盛

琉球もろみ酢（黒糖入り） 720㎖ もろみ酢
生しぼり沖縄タンカン梅酒
10度 360㎖ リキュール

泡に恋して3本セット リキュール

琉球泡盛 暖流 30度 720㎖ 泡盛

㈲神村酒造
☎964-7628

暖流古酒 40度 720㎖ 泡盛

芳醇浪漫 守禮 35度 1800㎖ 泡盛

守禮 25度 沖縄闘牛ボトル 720㎖ 泡盛

銘　　柄 種　類 問い合わせ
泡盛焼酎
古酒はんたばる 25度 720㎖

泡盛焼酎
焼酎甲乙混和酒 泰石酒造㈱

☎973-3211清酒　本醸造　黎明 清酒

ノニ元気ジュース 食品（清涼）
農業生産法人

㈲たいよう
☎973-3814

焙煎グァバ茶（バラ・ティーバッグ） 茶 農事組合法人
グァバ生産組合
☎974-6228

グァバ茶（バラ・ティーバッグ） 茶
焙煎グァバ茶（ペットボトル） 清涼飲料水

うるま茶 茶
農事組合法人

沖縄県薬草協同組合
☎972-5238

沖縄の地釜炊き黒糖 黒糖

㈱海邦商事
☎938-2133

きび太郎 黒糖
黒糖ココア 調整ココア
むちむちきなこ 黒糖菓子
アールグレイな紅茶黒糖 黒糖菓子

銘　　柄 種　類 問い合わせ

黒糖屋さんの黒糖しょうが湯 しょうが湯 ㈱海邦商事
☎938-2133

恋のやまいも 菓子

㈲プティ・フール
☎965-4702

山芋シフォンケーキ 菓子

津堅にんじんロールケーキ 菓子類

みほそまんじゅう 菓子類

もずくパン 食品

津堅にんじんロール 菓子類 レストランB.B.R
（パティスリー R）

☎973-1234ビーグクッキー　～畳仕立て～ 菓子類

モズフル 菓子類 ケーキのトミーズ
☎973-9348

こがねチャンまんじゅー 食品加工品 黄金茶屋
☎923-0812えがおファームの村田さんが作った

黄金の焼き芋プリン 食品加工品

うるまジェラート（ぬちまーす・山城紅
茶・黄金芋・津堅にんじん・ビーグ） アイスミルク ㈱たみくさ

☎978-8017

特
産

品

うるま市で生まれ育った市産品には、地域特性を活かした海産物や農水産物から、伝統的な泡盛や工芸品までさまざまです。県内外からも注目を集める自慢のうるま産の魅力を紹介します。

農水産物等の一次産品
で郷土を代表する優れ
たもの。

うるま市名産品等選定
委員会委員長が認定し
ます。

照間ビーグ
ビーグは沖縄の方言で「い草」の
こと。主に、畳の原料として使わ
れている。

【問】うるま市い草生産組合
☎０９０－３７９３－８９０５

もずく
太くてしっかりとした歯ごたえが
あり、低カロリーでミネラルや食
物繊維が豊富。

【問】勝連漁業協同組合
☎９８３－０００３

ス　ギ
味はカンパチに似ている。
高血圧を予防するカリウム
も豊富に含まれている。

【問】久米水産株式会社
☎８５９－０３８９

やまいも（やまんむ）
１株から数百キロのイモが
収穫でき、ツルの長さは数
十メートルに及ぶ。

【問】うるま市農政課
☎９２３－７６０７

黄金イモ
ねっとりとした食感の甘味
が人気で、デザートの素材
としても活用されている。

【問】うるま市甘しょ産地協議会
☎９２３－７６０７

オクラ
ネバネバ成分が腸を整え夏
バテや食欲不振に効果あり。

【問】うるま市野菜産地協議会
☎９２３－７６０７

小ギク
平成28年に農林水産戦略品
目の拠点産地として認定。

【問】うるま市花き産地協議会
☎９２３－７６０７

真　鯛
他の魚に比べて臭みや脂肪
などのクセも強くない。鮮
度の落ちも遅いのが特徴。

【問】久米水産株式会社
☎８５９－０３８９

沖縄ミーバイ
刺身、魚汁、煮付け等様々
な料理で使える、人気の高
い魚。

【問】久米水産株式会社
☎８５９－０３８９

山城茶
香りやのど越しがよく、ビ
タミンも豊富です。

【問】農業組合法人山城茶業
組合　☎９６５－１５７３
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【左から二番目：村吉さん、三番目：奥濱君】

【調印式で手を重ねるそれぞれの長】

昨
年
10
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
催
さ

れ
た
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
の
世
界
選
手
権
に
お

い
て「
三
段
跳
び
Ｗ
40
ク
ラ
ス（
40
歳
以
上
）」

に
出
場
し
た
、
村
吉
綾
乃
さ
ん
（
石
川
東
恩

納
出
身
）
が
、
10.

87
メ
ー
ト
ル
の
記
録
で

見
事
銀
メ
ダ
ル
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
２
月
５
日
に
行
わ
れ
た
陸
上
の
日

本
ジ
ュ
ニ
ア
室
内
大
阪
大
会
の
「
男
子
ジ
ュ

ニ
ア
走
り
高
跳
び
」
で
は
、
中
部
商
高
３
年

の
奥
濱
練
真
君
（
字
赤
道
）
が
自
身
の
も
つ

県
高
校
記
録
の
２
㍍
13
を
マ
ー
ク
し
、
見
事

全
国
優
勝
に
輝
い
て
い
ま
す
。

二
人
は
２
月
17
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
島

袋
市
長
に
大
会
成
績
を
報
告
し
喜
び
を
分
か

ち
合
い
ま
し
た
。

市
や
隣
接
す
る
場
所
等
に
お
い
て
、
重
要
凶

悪
事
件
、
特
殊
詐
欺
等
が
発
生
し
た
場
合
に
、

同
種
事
件
の
続
発
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
う

る
ま
市
・
う
る
ま
警
察
署
・
石
川
警
察
署
に
よ

る
「
重
要
凶
悪
事
件
等
発
生
時
に
お
け
る
情
報

伝
達
シ
ス
テ
ム
等
の
活
用
に
関
す
る
覚
書
」
の

調
印
式
が
、
２
月
24
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

本
覚
書
は
、
市
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
（
防

災
行
政
無
線
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
）
を
活
用
し
、
具
体

的
な
情
報
を
迅
速
か
つ
的
確
に
市
民
に
お
知
ら

せ
す
る
も
の
で
す
。

調
印
式
で
は
島
袋
市
長
が
「
地
域
ぐ
る
み
で

の
自
主
防
犯
意
識
が
高
ま
り
、
凶
悪
事
件
の
発

生
防
止
と
早
期
解
決
に
繋
げ
た
い
。」
と
期
待

を
述
べ
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

地
域
で
守
る
ま
ち
!!

　

犯
罪
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

三
段
跳
び
世
界
２
位  

村む
ら

吉よ
り 

綾あ
や

乃の

さ
ん

走
り
高
跳
び
優
勝  

奥お
く

濱は
ま 

練れ
ん

真ま 

君

４２

24２

17２

２
月
４
日
、
５
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
12
回

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
お
い
て
、
次

の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
教
育
委
員
会
表
彰
（
団
体
）】

中
原
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
部
、
あ
げ
な
中
学
校

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
与
勝
中
学
校
吹
奏
楽

部
、
与
勝
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
沖

縄
石
油
基
地
株
式
会
社

【
教
育
委
員
会
表
彰
（
個
人
）】

銘め

苅か
る 

果か

子こ

（
赤
道
小
４
年
）、
渡と

名な

喜き 

優ゆ
う

（
赤

道
小
６
年
）、
崎さ

き

山や
ま 

実み

鈴す
ず

（
兼
原
小
３
年
）、

和わ

宇う

慶け 

愛あ
い

華か

（
兼
原
小
５
年
）、
田た

端ば
た 

さ
く
ら

（
南
原
小
６
年
）、
長な

が

堂ど
う 

拓た
く

未み

（
あ
げ
な
中
３

年
）、
伊い

波は 

蘭ら
ん

菜な

（
石
川
中
３
年
）、
伊い

波は 

安あ
ん

寿じ
ゅ

（
石
川
中
３
年
）、
知ち

花ば
な 

里り

奈な

（
石
川
中
３

年
）、
小こ

山や
ま 

龍
り
ゅ
う

世せ
い

（
具
志
川
中
３
年
）、
安あ

慶げ

名な 

海か
い

都と

（
具
志
川
東
中
３
年
）、
知ち

念ね
ん 

凜り
ん

（
与

勝
中
３
年
）、
徳と

く

森も
り 

華は
な

（
与
勝
中
２
年
）、
徳と
く

嶺み
ね 

か
よ
こ
（
教
諭
）、
金き
ん

城
じ
ょ
う 

久く

美み

子こ

（
特
別

支
援
教
諭
）、
新あ

ら

垣か
き 

明あ
き

子こ

（
教
諭
）、
外ほ
か

間ま 

香か

代よ

子こ

（
教
諭
）、
横よ
こ

田だ 

康や
す

司じ

（
教
諭
）、
中な
か

里ざ
と 

展て
ん

仁じ
ん（
音
楽
教
諭
）、比ひ

嘉が 

賢け
ん

友ゆ
う（
社
会
教
諭
）、

兼か
ね

本も
と 

綾あ
や

子こ

（
養
護
教
諭
）、
横よ
こ

田だ 

奈な

美み

子こ

（
学

校
事
務
）、
高た

か

江え

洲す 

義よ
し

英ひ
で

（
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ズ
）、
照て

る

屋や 

寛か
ん

得と
く

（
チ
ャ
ー
ン
保
存
）、
横よ
こ

田だ 

清き
よ

美み

（
元
教
育
委
員
）

【
社
会
教
育
優
良
団
体
】

う
る
ま
市
文
化
協
会 

太
鼓
部
、
中
原
ク
ラ
ブ

【
社
会
教
育
功
労
者
】

平た
い

良ら 

光こ
う

信し
ん

（
民
謡
）、
古こ

謝じ
ゃ 

義よ
し

和か
ず

（
チ
ャ
ー
ン

保
存
・
芸
能
）、
宮み

や

里ざ
と 

ノ
イ
ミ
（
女
性
連
合
会
）
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17２

【グランプリに輝いたやぎラーメン】

石
川
中
女
バ
ス
優
勝
報
告

ガ
チ
め
し
グ
ラ
ン
プ
リ

太
陽
の
や
ぎ
ラ
ー
メ
ン
優
勝

も
ず
く
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
丼

絶
賛
販
売
中

彩
橋
中
男
子
バ
ド
県
制
覇

少
年
剣
道
教
育
奨
励
賞

具
志
川
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

沖
縄
県
剣
道
連
盟「
評
議
員
功
労
賞
」

　

兼か
ね

城し
ろ　

正ま
さ

光み
つ　

氏

平
安
座
ハ
ッ
タ
ラ
ー
隊

学
校
安
全
教
育
功
労
者
表
彰
受
賞

し
き
な
み
子
供
短
歌　
全
国
大
会

文
部
科
学
大
臣
賞　
友と

も

寄よ
せ 

凌り
ょ
う 

く
ん

24２

163

21２

６３

２３

28２
地
域
の
交
通
安
全
や
不
審
者
事
案
の
未

然
防
止
を
目
的
に
、
子
ど
も
達
に
積
極
的

に
あ
い
さ
つ
や
声
掛
け
、
交
通
安
全
指
導

を
行
っ
て
い
る

「
平
安
座
ハ
ッ
タ

ラ
ー
隊
」
が
、

沖
縄
県
学
校
安

全
教
育
推
進
協

議
会
よ
り
感
謝

状
が
贈
ら
れ
、
島

袋
市
長
、
栄
門

教
育
長
へ
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

「
第
12
回
し
き
な
み
子
供
短
歌
コ
ン
ク
ー

ル
（
主
催
：
倫
理
研
究
所
）」
に
お
い
て
、

友
寄
凌
く
ん
（
高
江
洲
小
４
年
）
が
、
小

学
校
中
学
年
部
に
お
い
て
最
高
賞
に
当
た

る
文
部
科
学
大

臣
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

「
第
51
回
県
中
学
校
新
人
大
会
」
に
お

い
て
、
石
川
中
学
校
の
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
が
、
決
勝
戦
で
コ
ザ
中
学
校
を

67
対
58
で
破
り
、
見
事
優
勝
を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。

２
月
21
日
に

は
選
手
ら
と
学

校
関
係
者
が
市

役
所
を
訪
れ
、

栄
門
教
育
長

へ
、
喜
び
の
報

告
を
行
い
ま
し

た
。

１
月
７
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
、
那
覇
市

で
開
催
さ
れ
た
「
ガ
チ
め
し
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
お
い
て
、
移
動
販
売
や
ヤ
ギ
の
飼
育
を

手
掛
け
る
「
太
陽
」（
石
川
）
の
や
ぎ
ラ
ー

メ
ン
が
見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
、
３
月

６
日
に
仲な

か

西に
し

洋ひ
ろ

陽や

代
表
が

関
係
者
ら
と

共
に
市
役
所

を
訪
れ
、
島

袋
市
長
に
報

告
を
行
い
ま

し
た
。

平
成
25
年
に
「
ご
当
地
グ
ル
メ
開
発
推

進
事
業
」
の
一
環
で
開
発
さ
れ
た
「
う
る

ま
も
ず
く
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
丼
」
を
キ
ャ
ッ

ス
ル
ハ
イ
ラ
ン
ダ
ー
（
字
天
願
）
で
販
売

し
て
お
り
ま
す
。
他
に
も
、
市
内
に
は
も

ず
く
を
使
用

し
た
魅
力
あ
る

商
品
が
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
の

機
会
に
市
内
の

店
舗
を
巡
っ
て

み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
第
30
回
県
中
学
校
新

人
選
手
権
大
会
の
団
体
決
勝
戦
２
月
19
日

に
宜
野
湾
市
で
行
わ
れ
、
彩
橋
中
学
校
の

男
子
「
彩
橋
Ａ
」
が
、
見
事
県
制
覇
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。

主
将
の
西に

し

浜は
ま

夏か

南な

海め

君
は
、「
４
月
に

開
催
さ
れ
る
九
州

大
会
で
も
全
力

で
、
粘
り
強
い
プ

レ
ー
を
し
た
い
」

と
栄
門
教
育
長
に

意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

少
年
剣
道
の
奨
励
、
指
導
の
充
実
な
ど

に
貢
献
し
た
と
し
て
、
具
志
川
少
年
剣
道

ク
ラ
ブ
が「
少
年
剣
道
教
育
奨
励
賞
」を
、

ま
た
、
沖
縄
県
の

剣
道
普
及
に
お
い

て
、
長
年
の
功
績

が
認
め
れ
、
兼
城

正
光
さ
ん
（
み
ど

り
町
五
丁
目
）
が

「
評
議
員
功
労
賞
」

を
受
賞
し
、
関
係

者
ら
と
共
に
市
役

所
を
訪
れ
ま
し
た
。

まちの話題
まちのイベントや地域の話題をお届けします。

文
部
科
学
大
臣
表
彰

豊
原
老
人
ク
ラ
ブ
・
高
江
洲
老
人
ク
ラ
ブ

長
年
の
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
見
守
り

活
動
が
認
め
ら
れ
、
豊
原
老
人
ク
ラ
ブ
と

高
江
洲
老
人
ク
ラ
ブ
が
文
部
科
学
大
臣
表

彰
（
奨
励
賞
）
を
受
賞
し
、
関
係
者
ら
と

共
に
島
袋
市
長
へ
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

高
江
洲
老
人

ク
ラ
ブ
は
通
学

路
の
パ
ト
ロ
ー

ル
、
豊
原
老
人

ク
ラ
ブ
は
朝
の

登
校
時
の
あ
い

さ
つ
運
動
を
長

年
行
っ
て
お

り
、
そ
の
功
績

が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

【両老人クラブの代表者が市役所を訪れました】

【兼城正光さん（後列左から3番目）と、同剣道クラブの子どもたち】

僕
た
ち
の

思
い
出
つ
ま
っ

た
旧
校
舎

大
雨
に
ぬ
れ

泣
い
て
い
る

よ
う
だ
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平成29年度 うるま市公民館講座・ゆらてく講座 年間計画一覧表
ゆ
ら
て
く
通
信

ゆ

ら

て

く

石
川
地
区
公
民
館

勝
連
地
区
公
民
館

与
那
城
地
区
公
民
館

☎
９
８
８
ー
５
５
０
８

☎
９
６
４
ー
３
４
３
３

☎
９
７
８
ー
７
１
９
４

☎
９
７
８
ー
６
８
３
６

【お問い合わせ・申込先】　生涯学習文化振興センター「ゆ ら て く」　☎988-5508

【お問い合わせ・申込先】　石川地区公民館　☎964-3433

【日　時】５月３１日（水）・６月７日（水）・１４日（水）
　　　　　午後２時〜４時　（全３回）

【場　所】生涯学習・文化振興センター
　　　　「ゆらてく」

【講　師】田
た

中
なか

 千
ち

恵
え

子
こ

 氏
【定　員】一般成人　２０名
【受付期間】５月８日（月）〜５月12日（金）

【場　所】
石川地区公民館

【講　師】
屋
や

部
ぶ

 文
ふみ

幹
よし

 氏ほか
【定　員】
親子１０組

【受付期間】４月２４日(月) 〜５月２日(火)

【講　師】

赤
あか

嶺
みね

 彰
あき

弘
ひろ

 氏
【定　員】
一般成人　25名

【受付期間】４月２４日（月）〜５月９日（火）

光る野菜畑琉球の茶道を学ぶ！

親子でさつまいもを育てよう！

～自然農法と
　　健康食卓～

日 内　容 時　間
5/18
（木）

モリンガ農場（南風原）視察
昼食　レストラン楽ロビ（新都心）

10：00～
14：00　

5/25
（木）

講座：農薬・化学肥料を使用しない
　　自然農法と健康食卓

10：00～
12：00　

6/1
（木）

講座：発酵土作り
　　　（畑・家庭菜園・プランター可）

10：00～
12：00　

生涯学習文化振興センター

「ゆらてく」

市民見学会のお知らせ
平成29年４月16日（日）

9：00～17：00
※４月１日（土）の落成式典から供用開始しますが、沖展選抜展（６日～13日）

を除き15日まで一般の入場はできません。ご了承ください。

※各講座とも、定員を超えた場合は抽選となります。
※日程、内容など変更する場合もございます。ご了承ください。
※受講料は無料ですが、講座によっては教材費を徴収する場合がございます。
　お申込み時にご確認ください。

～
生
涯
学
習
の
ス
ス
メ
～

受講生募集!
～公民館講座のご案内～

担　当
公民館 講座名 開催月 担　当

公民館 講座名 開催月

う
る
ま
市
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー「
ゆ
ら
て
く
」

琉球の茶道を学ぼう ５〜６月

与
那
城
地
区
公
民
館

初めての囲碁 ６月

ターボキックでエクササイズ ６月 ステップダンス ７月

光る野菜畑（自然農法と健康食卓） ５〜６月 生花講座 ８月

ギターはじめませんか？ ６〜７月 八重山古典芸能の歴史 10月

過去の災害から学ぶ ７月 着付け講座 12月

子どもかけっこ教室 ７、８月 紅型体験講座 １月
我が家の家系図作り

（ルーツを探す） ８月 パソコン講座 11月

メンズ料理講座
（朝食からスイーツまで） ９月

勝
連
地
区
公
民
館

初めての三線 ６月

子供の元気な体をつくる
（講演会及び体操） ９月 水彩画講座 ７月

体がよろこぶ薬膳レッスン ９〜10月 パソコン講座 ８月
着物リメイク

（おしゃれ着に、小物に） 10月 親子リトミック ９月

親子でクリスマスデコパージュ 11月 いつまでも自分の足で歩こう 10月

初めての空手・古武道 11月 気功講座 10月

石
川
地
区
公
民
館

親子でさつまいもを育てよう ５〜10月 羊毛フェルト 12月

ヨガ教室 ６月
健康長寿の復活を！

（島野菜を食卓へ） ８月

石川再発見講座 10月

クリスマスプロデュース 12月

日にち 内　　容 時　間
5/13（土）さつまいもの歴史 10:00～12:00
5/20（土）さつまいも植え付け 10:00～12:00
7/29（土）カンダバージューシー作り 10:00～13:00
8/26（土）自由研究まとめ方 10:00～12:00

10/21（土）さつまいも収穫 10:00～12:00
10/28（土）さつまいも調理実習 10:00～13:00

＊＊＊ ＊＊＊
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図 書 館 休 館 日

中央図書館　☎974-1112
石川図書館　☎964-5166
勝連図書館　☎978-4321

今月のおすすめ資料
図書館では、毎月テーマ別に特集を組んでたくさんの資料

を展示・紹介しています。

★ 今月のテーマ ★
中央館　今年も読んでみる？本屋大賞受賞作（一般）
　　　　ユーモア・ナンセンス絵本（児童）
石川館　応援！新生活（一般）
　　　　ともだち　あつまれ〜！（児童）

勝連館　本であそぼう！おもしろ絵本
☆館内利用者用コンピュータ端末及びホームページからご覧になれます。

☆借りた資料は、中央館・石川館・勝連館、どの図書館でも返却できます。
☆図書館にない本は、リクエストすることができます。

『おだんごぱん』（ロシア民話／瀬
せ

田
た

 貞
てい

二
じ

 訳／脇
わき

田
た

 和
かず

 
絵／福音館書店）で、おだんごぱんをたべたのはだれ？

①  おじいさん　　②  きつね　　③  うさぎ

今回は、民話のクイズを出すよ。
３つの中から答えを選んでね。
答えを探しに図書館にきてね!

うるま市立図書館ホームページhttp://www.library.city.uruma.lg.jp/

としょかんだより

『楽しく作る!おいしく食べる!
　　　　　　　はじめてのリボベジ&収穫野菜』

岡
おか

井
い

 路
みち

子
こ

 監修 ／ 日東書院本社
野菜の切れ端や根っこを使って、もう一度葉を育てて利用する

栽培方法、リボーン・ベジタブルの略「リボベジ」。水につけておくだ
けのものから、土に植えて何度も収穫できるものまで、育て方のポ
イントを紹介しています。

『沖縄(ウチナー)三線名曲集』
鈴
すず

木
き

 正
ただし

 編 ／ ケイ・エム・ピー

「三線を弾いてみたいな」と思っても、「難しいかも…」などの不
安を抱え一歩踏み出せない人のために、手軽で簡単に分かりやすく
作られた三線の本。「安里屋ユンタ」「てぃんさぐぬ花」など名曲を
集めた楽譜集です。TAB譜付き。

『花のソープ・カービング』
山
やま

田
だ

 梨
り

絵
え

 著 ／ 誠文堂新光社

タイの宮廷で食卓を豪華にするために野菜や果物に彫刻を施し
たのが始まりといわれるカービング。ソープに施すと長期保存でき
るので日本ではソープ・カービングが人気です。写真と詳しい解
説で初心者でも挑戦しやすいです。

読み聞かせにこの１冊!!

『くんくんくん
    これはどなたのわすれもの?』

はやし ますみ 作・絵
岩崎書店（所蔵館：勝連）

行　事 日　時 サークル名等
中
央
館

あかちゃんのための
おはなし会

４月20日（木）
午前11時～ すだち

石
川
館

おはなしワールド ４月15日（土）　
午前10時30分～ 図書館スタッフ

Let's goとしょかん ５月６日（土）
午前10時30分～ サークルピピ

勝
連
館

おはなし会 毎週金曜日
午前10時30分～ ラビット

おはなしパラダイス ４月15日（土）
午前10時30分～ ラビット

行 事 案 内（４月中旬～５月初旬）

ブ ク ズイ ？！ッ

問題

ブックイズの答え：②きつね

忘れものがたくさん届く“わすれもの　あずか
りしょ”。モコモコファームの木に引っ掛かって
いたセーター、洞窟のなかにあった夜露に濡れ
たマント、きゅうり畑で落ちていたもの・・・。
さて、持ち主はだれでしょう？

絵本の世界へご招待

この春は何か新しい趣味を始めてみませんか。日々、忙し
く過ごしている人ほど何か夢中になれる趣味でリフレッシュ
することが大切です。今回は、趣味の本を紹介します。あ
なたは、何に挑戦しますか？

チャレンジの春！！

　　　　　　　　　　　　　　　◦毎週月曜日
◦４月27日（木）　館内整理日　　◦４月29日（土）　昭和の日

●うるま市に通勤・通学されているみなさまは、年度はじめ
に利用カードの更新が必要です。
来館時にカウンターで、お持ちの利用カードと必要な書類
を提示し、更新手続きを行ってください。

【更新手続きに必要な書類】
★図書館利用カード
★現住所が確認できるもの（運転免許証・保険証など）
★図書館指定の在勤（在学）証明書（図書館ホームページからダ

ウンロード可）

〇こどもの読書週間行事
☆「音楽いっぱい！キラキラおはなし会」
　 日　時：4月22日（土）　午前10時30分〜
　 講　師：ドゥ・カシースン
　 場　所：中央図書館
☆「ワハハハ！子どもも大人も大笑い！親子で落語」
　 日　時：５月７日（日）　午前10時30分〜
　 講　師：北

ほく

山
ざん

亭
てい

メンソーレ
　 場　所：勝連地区公民館（研修室）
　　　　　 ４月18日（火）より整理券発行（先着100名）

●４月23日〜５月12日
　「こどもの読書週間」
　2017年・第59回標語

「小さな本の大きなせかい」

（一般書）所蔵館 　中央

（一般書）所蔵館 　石川

（一般書）所蔵館 　勝連
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平成29年４月から、国民年金の窓口業務が本庁のみに変更になります。来所の際は、お間違えのないようよろしくお願いします。
◎住民異動届に伴う国民年金の変更手続きは、引き続き出張所で行えます。

20歳以上の方は、学生であっても
国民年金に加入しなければなりません。

しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、
本人の所得が一定額（118万円）以下の場合、

国民年金保険料の納付が猶予される
「学生納付特例制度」があります。

申請方法は窓口申請とハガキ形式の申請
の２通りあります。

ご
存
じ
で
す
か
？ 

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

年
金
だ
よ
り

窓
口
サ
ー
ビ
ス
課　
国
民
年
金
係　
☎
９
７
３
¦
５
４
９
８

窓
口
で
の
申
請
に
必
要
な
も
の

ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
で
申
請
す
る

場
合

◦
平
成
29
年
度
有
効
の
学
生
証（
コ
ピ
ー
可
）

ま
た
は
在
学
証
明
書

◦
認
印（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）

◦
年
金
手
帳

◦
前
年
中
に
退
職
さ
れ
て
学
生
に
な
ら
れ
た

方
は
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等

　
（
コ
ピ
ー
可
）

平
成
28
年
度
に
学
生
納
付
特
例
申
請
が
承

認
さ
れ
た
方
で
、
平
成
29
年
度
も
引
き
続
き

在
学
予
定
の
方（
日
本
年
金
機
構
が
把
握
し
て

い
る
方
に
限
る
）に
は
、
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請

書
が
３
月
下
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

平
成
28
年
度
と
同
じ
学
校
等
に
在
学
し
て

い
る
方
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
す
る
こ
と
で
、
平
成

29
年
度
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

４
月
か
ら
平
成
29
年
度
学
生
納
付
特
例
申
請
受
付
開
始
！

※
学
生
証
・
在
学
証
明
書
の
添
付
は
、
不
要

で
す
。

※
在
学
す
る
学
校
が
変
わ
っ
た
と
き
や
、
ハ

ガ
キ
が
送
付
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
市

役
所
国
民
年
金
係
窓
口
で
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※
ハ
ガ
キ
は
で
き
る
だ
け
４
月
中
に
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。

★
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月（
ま
た

は
20
歳
誕
生
月
）か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な

り
ま
す
の
で
、
申
請
手
続
き
は
毎
年
必
要

で
す
。

★
卒
業
、
退
学
に
よ
り
学
生
で
な
く
な
っ
た

方
で
、
引
き
続
き
４
月
以
降
の
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、「
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
」や「
保
険
料
免
除
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
係
窓
口
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た

り
、
死
亡
し
た
場
合
に
、
障
害
年
金
や
遺
族

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
期

間
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必

要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に

は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
就
職
な
ど
で
、
収
入

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、
将
来

受
け
取
る
年
金
を
増
額
す
る
た
め
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
の
で

き
る
「
追
納
制
度
」
を
利
用
さ
れ
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

保
険
料
免
除
や
納
付
猶
予
な
ど
で
承
認
さ

れ
た
期
間
は
、
10
年
以
内（
例
え
ば
平
成
29
年

４
月
分
は
平
成
39
年
４
月
末
ま
で
）で
あ
れ

ば
、
あ
と
か
ら
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と（
追

納
）が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
な
ど

の
承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３

年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合

は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ

た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
加
算
額
が

低
く
済
む
よ
う
、
お
早
め
に
追
納
す
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

★
追
納
は
保
険
料
が
高
く
な
る
こ
と
が
あ
っ

て
も
安
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

学
生
で
あ
っ
て
も
経
済
的
に
余
裕
が
あ

る
場
合
は
、
学
生
納
付
特
例
を
利
用
せ
ず

に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

追
納
制
度

国
民
年
金
保
険
料

　

～
平
成
29
年
４
月
か
ら
～

【
保
険
料
】

　

月　

額　

１
６
，
４
９
０
円

【
老
齢
基
礎
年
金
】
満
額

　

月　

額　

６
４
，
９
４
１
円
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ごみ収集曜日一覧（地域別）ごみ収集曜日一覧（地域別）

●ごみ収集日程表

●ごみ収集日程表

与那城地域

勝連地域

地
区 回収地域

資源ごみ
毎　週

毎　週

月・木 月

月

月

火

火

水

水

木

木

木

金

金

土

土

水

水

月

月

金

金

水

土

土

木

木

火

火

水

土

土

金

木

木

土

土

土

木

水

水

火

月

月

水

水

水

月

月・木

月・木

火・金

火・金

水・土

水・土

A

B

C

月2回

もえる
ごみ

もえない
ごみ

有害ごみ 缶
ペット
ボトル

古紙
衣類
ビン

一部収集区域の注意点

東山２丁目、港区
（赤崎１．２．３丁目、白浜１丁目）

曙区
（曙１．２．３丁目）

美原区、東恩納区、前原区
（サンエー前わかば通りより東側）

前原区（サンエー前わかば通りより西側）
伊波区（福祉センター消防坂通り～山城サワフジ東側）
伊波区（福祉センター消防坂通り～山城サワフジ西側）
山城区、嘉手苅区、県営伊波団地

宮前区（石川１丁目）
松島区
中央区、城北（南栄通り北側）
南栄区（南栄通り北側、白浜２丁目）
南栄区（南栄通り南側）
城北区（南栄通り南側）

東山１丁目、東山本町

屋慶名（東）

屋慶名（西下）

屋慶名（西上）

饒辺、安勢理

西原、与那城

桃原、上原、平安座

照間、宮城、池味、伊計

平敷屋（上）

平敷屋（下）

平安名

津　堅

南風原

浜・比嘉

注意点③

内　間
注意点①、②

①与勝高校、BG海洋センター周辺は内間区域です。
②旧勝連幼稚園の通り及び周辺は内間区域です。
③新里商店、平敷屋売店向かいの真栄里商店の通り、旧盛根商店までは
　平敷屋（上）の区域になります

地
区 回収地域

資源ごみ
毎　週

毎　週

月・木 第1・第3
水

第2・第4
水

第2・第4
月

第2・第4
月

第2・第4
水

第1・第3
火

第1・第3
水

第1・第3
水

第1・第3
水

第1・第3
月

第1・第3
水

第1・第3
月

第1・第3
月

第1・第3
金

第1・第3
金

水

第1・第3
月

第1・第3
月

第1・第3
月

第1・第3
火

第1・第3
火

第1・第3
水

第1・第3
水

月・木

月・木

火・金

火・金

水・土

水・土

D

E

F

G

月2回

もえる
ごみ

もえない
ごみ

有害ごみ 缶
ペット
ボトル

古紙
衣類
ビン●ごみ収集日程表

石川地域

地
区

宮
森
校
区

城
前
校
区

伊
波
校
区

回収地域

資源ごみ
毎　週

毎　週

A

B

C

D

E

F

G

H

I

火・金

火・金

火・金

月・木

月・木

月・木

水・土

水・土

水・土

月2回

もえる
ごみ

もえない
ごみ
有害ごみ 缶

ペット
ボトル

古紙
衣類
ビン

●ごみ収集日程表
具志川地域

地
区 回収地域

資源ごみ
毎　週

毎　週

月・木 火 金

水 土

木 月

火・金

水・土

A

B

C

月2回

もえる
ごみ

もえない
ごみ
有害ごみ 缶

ペット
ボトル

古紙
衣類
ビン

※同じ字でも、県道を境に収集地域が分かれている地域がありますので、
　詳細については、環境課までお問い合わせください。

第2・第4
火

第2・第4
水

第2・第4
木

平良川一部、兼箇段、上平良川
一部、喜屋武一部、志林川一部、
赤道一部、新赤道、江洲一部、栄
野比一部、川崎一部、西原一部、
安慶名一部、米原、高江洲一部

前原、喜仲、上平良川一部、平良川一
部、具志川一部、志林川一部、喜屋武
一部、田場一部、川田、塩屋、大田一
部、上江洲一部、豊原、高江洲一部、
赤道一部、宮里、江洲一部、仲嶺

具志川一部、西原一部、大田
一部、みどり町１丁目～６丁
目、田場一部、昆布、天願、栄
野比一部、安慶名一部、平良
川一部、川崎一部、宇堅、赤野

ごみの正しい分け方・出し方
● ごみは、必ず収集日当日の朝８時までに出しましょう。
● 古紙類は必ず紙ひもで十字にしばって出しましょう。
● ペットボトルのふたとラベルは必ず外しましょう。

環境課
☎９７３－５５９４
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【主な変更点】
■待機児童解消に向け、「待機児童対策班」及び２つの係を新設

待機児童を解消するため、新たな保育施設の整備や受け入れ人数の増加に取り組み、子ども子育て政策の充実を
図ります。
■保育課に幼稚園係を統合（「保育課」から「保育幼稚園課」へ課名変更）

保育所（園）と幼稚園の入所、入園等にかかる窓口を統一し、保護者の利便性の向上を図ります。
■「勝連城跡周辺整備室」を新設

係から課へ格上げし、勝連城跡周辺整備事業を推進していきます。
■下水道課を再編し、汚水処理などの窓口の一元化を行います

汚水処理業務（合併浄化槽、下水道接続）や農業集落排水の窓口を一元化し、市民サービスの向上を図ります。
■「男女共同参画センター」をうるみんに新設

男女共同参画社会の実現強化に向け、活動の拠点を設置し、効果的な事業の推進と人材の育成を図ります。
■「生涯学習文化振興センター」を「ゆらてく」に新設

生涯学習・文化振興センター（ゆらてく）の開館に伴い、「生涯学習文化振興センター」を組織し、施設の有効活用
に取り組みます。
■「地域包括支援センター」機能を民間活用

介護・高齢者福祉事業を強化するため、民間事業所の活用と同時に、介護長寿課に「地域支援係」と「高齢者福祉係」
を新設しました。
※委託型地域包括支援センターの詳細については、下記（うるま市地域包括支援センターに関するお知らせ）をご

覧ください。
※平成29年度うるま市行政組織については、市ホームページをご確認ください。

地域包括支援センター名称
（委託法人名称） 住所 連絡先 担当行政区

具志川　北
（医療法人　和泉会） 字栄野比462番地 電話：９７２－３５９５

FA X：９７２－３５９５
具志川、田場、赤野、宇堅、天願、昆布、
栄野比、川崎、西原、安慶名、上江洲、大田、
みどり町1 ～ 6丁目 

具志川　ひがし
（医療法人社団志誠会） 字宮里265番地4 電話：９７４－４００１

FA X：９７４－８００８
上平良川、兼箇段、米原、赤道、江洲、宮里、
喜仲、平良川、川田、塩屋、豊原、高江州、
前原、志林川、新赤道

いしかわ
（社会福祉法人育賛会）

石川白浜2丁目3番５号
石川ビル１階

電話：９６５－６１２１
FA X：９６４－１１６６

曙、南栄、城北、中央、松島、宮前、
東山、港、伊波、嘉手苅、山城、
石川前原、東恩納、美原、旭

よなしろ
（社会福祉法人中陽福祉会）

与那城屋慶名1410番地
１階（あやはし苑内）

電話：９８３－００８８
FA X：９８３－００７３

照間、与那城西原、与那城、饒辺、
屋慶名、平安座、桃原、上原、宮城、
池味、伊計

かつれん
（社会福祉法人与勝福祉会）

勝連南風原4569番地１
グランシャリオ１階

電話：９７８－１５５１
FA X：９７８－３５５３

南風原、平安名、内間、平敷屋、津堅、浜、
比嘉

うるま市地域包括支援センターは、高齢者の生活を地域と協働しながら支えていくための拠点
として、平成29年4月1日より日常生活圏域5か所へ委託型地域包括支援センターとして設置さ
れます。高齢者の生活にかかる相談や虐待に関する相談、地域でのネットワークづくり、地域の
ケアマネージャーへの支援、要支援・事業対象者のケアプランの作成等を専門職で行います。

うるま市地域包括支援センターに関するお知らせ

うるま市では、さらなる市民サービスの向上と行政運営の効率化を目指し、組織の見直しを行いました。

平成29年４月１日から
　　組織・機構が変わります。

～高齢者の皆様の身近な場所に設置されます～
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各出張所（石川・勝連・与那城）で取り扱いする業務について
うるま市内には石川、勝連、与那城に出張所

があり、主に生活に直結した手続きを行ってい
ます。右表は、４月からの出張所での取り扱い
業務一覧となっていますので、ご参考にしてく
ださい。

また、一部取り扱いできない業務もあります
ので、ご希望の手続きが可能か関係各課または
各出張所に電話等でお問い合わせください。
※ 平 成 ２ ９ 年 ４ 月 よ り、 １ ２： ０ ０ ～ １ ３：

００のお昼時間も手続きを行います。
お気軽にお声掛けください。（お昼時間は、時
間がかかる場合があります。ご了承ください。）

平成２９年４月からの改正点
■コンビニ納付対象の拡大に伴い、出張所で

は税や保険料等の納付ができません。
納付書の再発行のみになります。右の表（★）
をご確認ください。

■後期高齢者医療制度について、次の業務が
取り扱いできるようになります。
・各種届出書・申請書の受付
・納付書の再発行
・納付証明・完納証明の発行
　なお、出張所では一部取り扱いできない
業務もございます。　

勝連出張所が移転します‼
勝連出張所は、平成２９年５月８日より、

現在の「勝連庁舎」から向かいの「勝連地区
公民館１階（図書館下）」に移転します。

【お問い合わせ】
　窓口サービス課
　☎９７４－３１１１（内１１５６）　

各出張所の住所・電話番号
■石川出張所                        
　うるま市石川石崎一丁目一番
　☎０９８－９６５－５６０９　
■勝連出張所
　【５月７日まで】
　うるま市勝連平安名３０３２番地
　【５月８日以降】
　うるま市勝連平安名３０４７番地
　（勝連地区公民館１階）
　☎０９８－９７８－７１９３
■与那城出張所
　うるま市与那城中央一番地
　☎０９８－９７８－２６５５

戸籍・住民票に関すること　　　　☎９７４－３１１１（代）
　戸籍の届出受付（出生・婚姻・死亡など）
　※土日祝祭日は本庁のみ受付（出張所では取扱いしていません）
　　午前8時30分～午後５時15分(正午～午後１時を除く)
　　上記時間外は警備室で預かります。
　住所異動の届出受付（転入、転出、転居など）
　戸籍謄抄本等写しの交付
　住民票等写しの交付
　マイナンバーカード等に関する業務
　印鑑登録の申請・廃止・登録証明書の交付
　火葬許可書の交付
　※土日祝祭日は本庁のみ受付（出張所では取扱いしていません）
　　午前8時30分～午後５時15分(正午～午後１時を除く)
　住所異動届に伴う国民年金関係届の受付
国民健康保険に関すること　　　　　☎９７３－３２０２
　国民健康保険の加入・喪失・変更届出受付
　被保険者証の交付、受取申請
　療養費、出産一時金、葬祭費などの支給申請受付
★国民健康保険税納付書の再発行
　国民健康保険税納税（納付）証明書の発行
後期高齢者医療保険に関すること　　☎９７３－３１７７
　後期高齢者医療保険関係届の受付
★後期高齢者医療保険料納付書の再発行
　後期高齢者医療保険料証明書の発行
介護保険に関すること　　　　　　　☎９７３－３２０８
　要介護認定申請受付（更新申請・申請取り下げ）
　高額介護サービス費の申請受付
　高齢者紙おむつ支給・在宅介護者手当等の変更・廃止受付
★介護保険料納付書の再発行
　介護保険料口座振替依頼の受付
　介護保険料還付請求書の受付
　介護保険送付先変更申請の受付
　介護保険料納付証明書の発行
　資格取得・喪失にかかる諸手続き
　被保険者証等記載内容変更、再発行の受付
障がい福祉に関すること　　　　　　☎９７３－５４５２
　身体障害者手帳、精神障害者手帳、療育手帳の申請受付など
　重度医療費の申請、変更届、喪失届の受理
　自立支援医療の申請、再交付、記載事項変更の受付など
　補装具・日常生活用具申請受付
　障がい福祉に関する公共料金減免申請など
生活保護に関すること　　　　　　　☎９７９－６５５２
　医療券などの発行
こどもに関すること　　　　　　　　☎９７３－４９８３
　住所異動届・戸籍届に伴う児童手当関係届の受付
　住所異動届・戸籍届に伴うこども医療費助成関係届の受付
税に関すること　　　　　　　　　　☎９７３－１０９９
　各種証明書発行
　○納税証明書（個人・法人・継続車検用）
　○完納証明書・完納証明書（酒類等販売許可用）
　○納付証明（確定申告用）
　○課税証明書
　○所得証明書
　○所得・課税証明書
　○所得・課税証明書（児童手当・児童扶養手当用）
　○扶養証明書
　○固定資産公課証明書
　○固定資産（無資産）証明書
　○固定資産評価証明書
　○固定資産名寄帳兼課税台帳
★各税の納付書の再発行

※出張所窓口での税等の納付はできません(納付書発行のみです)
※納付場所：金融機関、コンビニエンスストア
※記載の内容は法令や条例の改定、委託契約の変更などに伴い変更になる可能性が

ございます。）
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市
税
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
納
付
が
便
利
な
市
税
の
口
座
振
替

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

口
座
振
替
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
納
め
忘
れ

の
心
配
や
納
付
に
出
か
け
る
手
間
が
省
け
ま

す
。
口
座
振
替
手
続
き
後
は
、
翌
年
度
以
降
も

継
続
さ
れ
ま
す
。

口
座
振
替
が
で
き
る
市
税

固
定
資
産
税
、
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

軽
自
動
車
税

口
座
振
替
が
可
能
な
金
融
機
関

琉
球
銀
行
、
沖
縄
銀
行
、
沖
縄
海
邦
銀
行
、
コ

ザ
信
用
金
庫
、
沖
縄
県
農
協
、
沖
縄
県
労
働
金

庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

申
し
込
み
方
法

市
内
の
取
扱
金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
の
窓

口
で
、
納
税
通
知
書
・
預
貯
金
通
帳
・
通
帳
届

出
印
を
持
参
の
上
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
口
座
振
替
を
さ
れ
る
方

は
、
市
役
所
の
窓
口
で
は
お
手
続
き
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
ま
た
は
郵
便
局
に
て
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

①
一
括
納
付
（
全
納
）
は
第
１
期
の
納
期
限
の

日
と
な
り
ま
す
。

②
年
度
の
途
中
か
ら
一
括
納
付
（
全
納
）
で
お

申
込
み
い
た
だ
い
た
場
合
、
そ
の
年
度
は
期

別
で
の
振
替
と
な
り
、
次
年
度
よ
り
一
括
納

付
（
全
納
）
の
取
扱
い
と
な
り
ま
す
。

③
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
で
あ
る

納
税
義
務
者
名
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

④
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
車
両
単
位
で
は

な
く
個
人
単
位
と
な
り
ま
す
の
で
所
有
す
る

す
べ
て
の
車
両
が
口
座
振
替
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

⑤
お
申
込
み
か
ら
振
替
開
始
ま
で
１
～
２
か
月

程
要
し
ま
す
の
で
、
お
申
込
み
い
た
だ
い
た

時
期
に
よ
っ
て
は
、
ご
希
望
の
期
別
か
ら
の

振
替
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑥
振
替
日
に
預
貯
金
残
高
不
足
等
に
よ
り
振
替

で
き
な
か
っ
た
場
合
は
不
能
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
各
金
融
機
関
に
て
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。（
振
替
日
以
降
に
入
金
さ
れ
て
も

再
度
の
振
替
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。）

納
税
関
係
証
明
書
が
必
要
な
方
へ

納
付
済
み
デ
ー
タ
が
シ
ス
テ
ム
で
確
認
可
能

に
な
る
ま
で
、
４
日
～
２
週
間
程
度
か
か
り
ま

す
。
口
座
振
替
の
場
合
も
シ
ス
テ
ム
で
の
確
認

ま
で
３
日
程
度
か
か
り
ま
す
。

納
税
証
明
書
が
急
ぎ
必
要
な
方
の
場
合
、
本

人
確
認
に
必
要
な
書
類（
運
転
免
許
証
等
）と
、

納
付
し
た
こ
と
が
わ
か
る
領
収
証
や
通
帳
（
口

座
振
替
後
、
記
帳
し
た
も
の
）
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

納
税
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
☎
９
７
３
ー
１
０
９
９

我がまちの取り組みについて知る
❶ 納税相談 ❹ 統　計❸ 滞納処分までの経緯❷ 納税等

お知らせセンター
納税課では資産・収入が

無く、生活困窮等の事情に
より納付期限内納付が困難
な方の、納付方法の相談を
受けています。特別な事情
がある方は滞納になる前
に、すでに滞納となってい
る方は滞納処分を受ける前
に、納付・ご相談ください。

現年度税を納め忘れている
市民に対して、納税等お知ら
せセンターから納付の呼びか
けを行っています。

年度 収納率

H22 86.2%

H23 87.2%

H24 88.2%

H25 90.4%

H26 92.4%

H27 93.8%

納め忘れがないように口座振替を
推奨しています。

納付期限を経過後、20日以内に督
促状を発送します。

自主納付を促すために、電話、文
書等の催告を行います。

不動産、金融機関、勤務先、取引
先に対し、財産調査を行います。

差押した財産を公売・換価を行
い、滞納市税へ充てます。

納付期限

督　　促

催　　告

財産調査

差　　押

➡

➡

➡

➡

【お問い合わせ】   納税課　☎９７３－１０９９　 国民健康保険課　☎９７３－３２０２

平成29年度　第１回不動産公売会の実施について

公売物件の一覧等のホームページの公開については、4月下旬ごろを予定しています。
※動産公売会については、平成29年6月頃を予定しております。

市では、税負担の公平性を確保する為に、滞納者に対し
動産や不動産をはじめ、預金、給与、地料などの債権や
自動車等の差押えを行っています。つきましては、不動
産の公売を実施します。公売広報やうるま市役所ホーム
ページ等をご覧になり、ご参加くださいますようお知ら
せします。

【入札期間】平成29年８月14日（月）～８月16日（水）

【開札日時】平成29年８月18日（金）　午前10時

【開札の場所】庁舎東棟

【売却決定日時】平成29年８月25日（金）　午前10時
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国民健康保険課からのお知らせ　☎９73-3２0２

【お問い合わせ】   うるま市役所　国民健康保険課　☎９７３-３２０２

＊全ての手続きには身分確認できるもの（免許証やマイナンバーカード等）が必要です。
＊別世帯の方が届出する場合は、世帯主からの委任状が必要です。

国保税は届出をした日からではなく、国保に加入する資格を得た月から
納めることになります。届け出が遅れている間の医療費はやむを得ない
理由がない限り、全額自己負担になります。

国保の資格がなくなっているのに届出が遅れると、保険証が手元にある
のでそれを使って診療をうけてしまう場合があります。このようなとき
は、国保で負担した医療費はあとで返していただくことになります。

保険税は、医療費にあてられる国保の大切な財源です。必ず納期内に納
めましょう。
保険税納付が難しいときは本庁窓口へご相談ください。

国保に入る届出が
遅れると

国保をやめる届出が
遅れると

国保税は期限内に
納めましょう

こんなときには国保課窓口に届出てください。

こんなとき 必要なもの

国
保
に
加
入
す
る

他の市町村から転入したとき 身分証
職場の健康保険等をやめたとき 健康保険資格喪失証明書、身分証
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書、身分証

子どもが生まれたとき

保険証、分娩費用明細書、印鑑、世帯主の口座情報が分
かるもの（通帳等）
※直接支払い制度を利用していない方は国保課窓口にお

問い合わせ下さい。
外国籍の人が加入するとき 在留カードまたはパスポート

国
保
を
や
め
る

他の市町村に転出するとき 保険証、身分証

職場の健康保険等に加入したとき 保険証、職場の保険証または健康保険資格取得証明書、
身分証

生活保護を受けることになったとき 保険証、保護開始決定通知書、身分証

死亡したとき 保険証、喪主の印鑑、
喪主の口座情報が分かるもの（通帳等）

外国籍の人がやめるとき 保険証、在留カードまたはパスポート

そ
の
他

住所、世帯主、氏名等が変わったとき 保険証、身分証
保険証を汚したとき 保険証、身分証
保険証を紛失したとき 身分証
修学や施設入所のため、他市町村に住
むとき 保険証、在学・在園証明書、身分証

退職者医療制度の対象となったとき

保険証、年金証書、身分証
※職場の健康保険等をやめた方で国保加入手続きがお済

みでない場合は健康保険資格喪失証明書もお持ち下さ
い。

平成29年４月から各出張所窓口での保険税の現金納付が廃止になるため短期証の切替が出来なくなります。
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健
康
支
援
課 

☎
９
７
３
︱
３
２
０
９

①
平
成
29
年
度　
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ

こ
れ
ま
で
の
乳
が
ん
検
診
で
は
、
問
診
・

視
触
診
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
国
の
指
針
に
基
づ
き
、

今
年
度
よ
り
、
問
診
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

検
査
の
み（
対
象
年
齢
：　

歳
以
上
偶
数
年

齢
）に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
※
視
触
診
は
実
施
し
ま
せ
ん
。）

40
歳
未
満
の
方
、
ま
た
は
、
40
歳
以
上
で

対
象
年
齢
で
な
い
方
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
み

受
診
可
能
で
す
。

※
対
象
者
に
は
５
月
下
旬
ご
ろ
に
ハ
ガ
キ
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
】

健
康
支
援
課

☎
９
７
３
ー
３
２
０
９

ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　うるま市役所　総合案内 ☎ 974－3111　FAX 973-9819

【お問い合わせ】健康支援課　☎９７３－３２０９

【
問
】

問い合わせ

40

②
５
月
の
集
団
健
診
の
ご
案
内

５
月
11
日
か
ら
集
団
検
診
が
始
ま
り
ま

す
。
ご
都
合
の
よ
い
日
程
を
選
ん
で
受
診
く

だ
さ
い
。

【
対
象
】

①
40
歳
以
上
の
国
保
加
入
者
及
び
後
期
高
齢

医
療
保
険
加
入
者（
特
定
健
診
）

②
市
内
在
住
の
19
歳
～
39
歳
の
方　

※
生
活
保
護
世
帯
は
19
歳
以
上

【
持
参
す
る
も
の
】

40
歳
以
上
国
保
加
入
者　

①
被
保
険
者
証（
特
定
健
診
受
診
券
一
体
型
）

②
が
ん
検
診
は
が
き

後
期
高
齢
医
療
保
険
加
入
者（
75
歳
以
上
）　

①
被
保
険
者
証　

②
長
寿
健
診
受
診
券

③
が
ん
検
診
ハ
ガ
キ

市
内
在
住
の
19
歳
以
上
39
歳
の
方

（
生
活
保
護
世
帯
含
む
）　

①
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
ハ
ガ
キ

【
問
】
健
康
支
援
課   
☎
９
７
３
ー
４
９
６
０

③
う
る
み
ん
de
お
た
め
し
教
室

人
気
の
講
師
に
よ
る〝
骨
盤
調
整
、ヨ
ガ
、

エ
ア
ロ
ビ
、
ズ
ン
バ
〟
等
の
楽
し
い
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
♪
ま
ず
は
動
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
１

回
だ
け
で
も
何
度
で
も
Ｏ
Ｋ
‼
。

【
場
所
】
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
う
る
み
ん

【
対
象
】
市
内
在
住
の
方

【
定
員
】
60
名

【
参
加
料
】
無
料　
【
申
込
期
間
】
随
時

【
申
込
方
法
】
お
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い

【
申
込
先
】
健
康
支
援
課　☎

９
７
３
ー
４
９
６
０

【５月の集団健診日程表】
月 日 曜日 場所（公民館） 対象区

５

11 木 田　場 田　場
18 木 豊　原 豊　原
22 月 与那城 与那城
25 木 喜　仲 喜　仲
30 火 赤　道 赤　道

【受付時間】午前8時30分～ 11時まで
【申込方法】当日受付

※対象行政区外に居住している方も受診可能です。

日程 曜日 時間 内　　　容 講　師
４月５日 水 午後1時 ボール筋トレ、エアロビクス 与那城
４月10日 月 午後1時 骨盤調整エクササイズ 津波古
４月17日 月 午後1時 初心者のためのヨガ 嶺　井
４月26日 水 午後1時30分 骨盤調整エクササイズ 津波古
５月８日 月 午後1時 ボクシングエクササイズ 津波古
５月15日 月 午後1時 初心者のためのヨガ 嶺　井
５月22日 月 午後1時 骨盤調整＆ボクシングエクササイズ 津波古
５月29日 月 午後2時 初めてのズンバ体験 吉　田
６月５日 月 午後1時 らくらくフィットネス 津波古
６月12日 月 午後1時 ピラティス 永　渕
６月19日 月 午後1時 骨盤調整エクササイズ 津波古
６月28日 水 午後1時 ボール筋トレ、エアロビクス 与那城

～健康でいきいきと過ごせるために！！健診を受けてセルフケア♪♪～うるま市健診開始式 
４月26日（水）午前9時30分～10時　うるま市役所本庁西棟玄関前広場

（雨天時　庁舎東棟３階　大講堂）
健康づくりの基本は、うるま市民一人一人が、自分の健康状態に関心

を持ち、きちんと「定期健診」「各がん検診」を受けることです。
家族や友人、職場や近隣の人へも「一緒に受けましょう」と声掛ける

ことで、がんで命を落とさせない‼
早期に生活習慣病を発見し、いつまでも健康で生き生き過ごせる市民

の増加につながります。
市民一人一人が「みんなの健康ささえ隊」の一員です。

平　成
29年度
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ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　うるま市役所　総合案内 ☎ 974－3111　FAX 973-9819

市
民
税
課 

☎
９
７
３
︱
５
３
８
２

身
体
障
が
い
者
等
に
対
す
る
軽
自
動
車

税
の
減
免
に
つ
い
て

軽
自
動
車
を
所
有
し

て
い
る
身
体
・
知
的
・

精
神
障
が
い
者
や
、
障

が
い
者
等
と
生
計
を
同

じ
く
す
る
方
で
そ
の
障

が
い
者
等
の
た
め
に
使

用
す
る
軽
自
動
車
を
所

有
し
て
い
る
方
は
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す

る
場
合
に
は
、
そ
の
軽
自
動
車
に
か
か
る
税

金
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
要
件
や

必
要
書
類
等
に
つ
い
て
は
、
市
民
税
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
受
付
期
間
】

５
月
８
日（
月
）～
31
日（
水
）

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
除
く

【
受
付
場
所
】
市
民
税
課（
本
庁
東
棟
１
階
）

維
持
管
理
課 

☎
９
２
３
︱
７
６
０
０

『
屋
慶
名
橋
』（
与
那
城
１
０
７
号
線
内
）

全
面
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

屋
慶
名
川
に
架
か
る
『
屋
慶
名
橋（
与
那

城
１
０
７
号
線
内
）』
に
お
い
て
、
老
朽
化

に
お
け
る
措
置
と
し
て
、
平
成
22
年
度
よ
り

14
ｔ
以
上
の
車
両
通
行
禁
止
措
置
、
加
え
て

橋
梁
断
面
の
補
修
を
実
施
し
、
維
持
管
理
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
近
年
は
さ
ら
に
塩
害
及
び
経
年
劣

化
に
よ
る
損
傷
が
進
行
し
、
危
険
で
あ
る
と

の
定
期
点
検
報
告
を
受
け
、
利
用
者
の
安
全

確
保
の
観
点
か
ら
、
全
面
通
行
止
め
の
措
置

を
と
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

橋
梁
利
用
者
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
、

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
及

び
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

【
通
行
制
限
開
始
日
】
３
月
３
日（
金
）

【
通
行
制
限
期
間
】
未
定

【
通
行
制
限
種
別
】
全
面
通
行
止
め

【
対
象
橋
梁
】
市
道
与
那
城
１
０
７
号
線
内

『
屋
慶
名
橋
』（
橋
長
10
．
１
ｍ
）

う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　　
　

☎
９
７
３
︱
５
４
５
９

一
人
親
世
帯
等
の
新
小
学
１
年
生
へ

激
励
金
を
贈
呈
し
ま
す
。

【
助
成
金
額
】
５
０
０
０
円

【
対
象
】
市
内
に
居
住
す
る
①
～
③
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
の
新
小
学
１
年
生

①
母
子
世
帯　

②
父
子
世
帯　

③
そ
の
他
、
祖
父
母
等
が
養
育
し
て
い
る
世

帯（
市
外
の
小
学
校
等
に
通
う
新
１
年
生

も
対
象
に
な
り
ま
す
。）

※
た
だ
し
、生
活
保
護
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

うるま市のゆいまーるラジオ　ＦＭうるま（FM86.8MHz）

②
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の

　

受
講
者
募
集

手
話
を
必
要
と
す
る
聴
覚
障
が
い
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
充
実
す
る
た

め
、手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
29
年
５
月
10
日（
水
）～

平
成
30
年
２
月
21
日（
水
）

午
後
７
時
～
９
時（
全
40
回
）

【
場
所
】
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
う
る
み
ん

【
対
象
】
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、
手
話

に
興
味
が
あ
り
、
終
了
後
、
活
動
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
方

【
定
員
】
20
名

【
受
講
料
】
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
等
は
実
費
負
担

【
申
込
期
限
】
４
月
26
日（
水
）

【
申
込
先
】
市
社
会
福
祉
協
議
会

本
所　

☎
９
７
３
ー
５
４
５
９

【お問い合わせ】市民協働課　☎９７３－５４８７

【
申
請
方
法
】
所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
社
会
福
祉
協
議
会（
本
所
・

支
所
）ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】
４
月
13
日（
木
）～
27
日（
木
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
本
所　
　
　
　

☎
９
７
３
ー
５
４
５
９　

・
石
川
支
所　
　

☎
９
６
４
ー
２
４
９
４

・
勝
連
支
所　
　

☎
９
７
８
ー
５
９
１
４

・
与
那
城
支
所　

☎
９
７
８
ー
０
０
１
１

地域活動支援助成事業の募集 ～市民協働のまちづくり～

※要綱・要領・様式等は市民協働課で配布するほか、うるま市HPからもダウンロード可能です。
【ホームページ】「うるま市→各課の業務→市民部→市民協働課→新着情報→地域活動支援助成事業募集のお知らせ」 をご覧ください。

市では、地域が主役のまちづくり、協働のまちづ
くりに向けて「うるま市地域活動支援助成事業」を
実施し、自治会やNPO、ボランティア団体などが実
施する主体的、公益的な地域活動を支援しています。

みなさんの地域がこんな風になったらいいなぁ〜
という思いを実現してみませんか？
※詳細は要綱・要領をご確認ください。

【募集期間】４月３日(月)～５月２日(火)
【助成金額】上限20万円 ※20万円以下の事業でも申請可能です。

平成28年度活動報告会を開催します
【開催日時】4月8日（土）午後１時30分〜４時30分
【場　　所】うるま市役所　東棟３階大講堂
※活動報告会終了後、希望する団体へ、申請書の書き方等

について簡単な説明会を行います。
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市の魅力を詰め込んだ市公式動画を公開しています。 うるま市　動画

環
境
課 

☎
９
７
３
︱
５
５
９
４

①
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
購
入
助
成
金

　

に
つ
い
て

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
量
を
減
ら
し
、

自
己
処
理
を
促
す
た
め「
生
ご
み
処
理
機（
電

気
式
）」
の
助
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

助
成
金
の
額
は
、
処
理
機
１
基
当
た
り

の
購
入
額
の
２
分
の
１
を
助
成（
最
大
３
万

円
）。
一
世
帯
に
つ
き
１
基
と
し
ま
す
。

購
入
前
に
環
境
課
で
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

【
対
象
】
市
内
在
住
で
、
１
年
以
上
居
住
し

て
い
て
市
税
等
で
滞
納
の
な
い
方

※
以
前
助
成
金
の
交
付
を
受
け
て
５
年
を
経

過
し
て
い
な
い
方
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

【
申
請
場
所
】
環
境
課

【
申
請
時
に
必
要
な
も
の
】

①
住
民
票
謄
本　

②
完
納
証
明
書（
市
民
税
・
固
定
資
産
税
・

軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
）

③
助
成
金
交
付
申
請
書（
窓
口
に
て
）

④
印
鑑（
認
め
印
可
）

福
祉
総
務
課 

☎
９
８
９
︱
０
２
０
３

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
、
地
域
で
一
番
身
近

な
相
談
相
手
と
し
て
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
課
題
が
解
決
で
き
る
よ
う
、
内
容

に
応
じ
て
行
政
を
は
じ
め
必
要
な
支
援
へ
の

つ
な
ぎ
役
に
な
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
世
帯

の
見
守
り
な
ど
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

現
在
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
不
足
し

て
い
る
地
域
が
あ
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
委
嘱
さ
れ
る
に
は

審
査
が
あ
り
ま
す
。
条
件
等
の
詳
細
は
福
祉

総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生ごみ処理機による減量化の過程

約80％減容

処理物は
堆肥として使用

できます

下
水
道
課
（
水
道
庁
舎
）

☎
９
７
３
︱
７
９
７
８

平
成
29
年
度
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

補
助
金
に
つ
い
て

河
川
の
水
質
向
上
を
図
る
た
め
に
有
効
な

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
費
用
に
対
す
る
補

助
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
地
域
】
公
共
下
水
道
事
業
計
画
区
域

以
外
の
地
域

【
対
象
数
】
８
基（
５
人
槽
の
み
）

【
補
助
限
度
額
】
３
３
２
，
０
０
０
円

【
申
込
期
間
】
４
月
１
日
～
５
月
31
日

※
補
助
金
決
定
か
ら
平
成
30
年
２
月
ま
で
に

設
置
工
事
を
完
了
し
実
績
報
告
の
提
出
が

で
き
る
方

平成29年度　慰霊巡拝のご案内
厚生労働省社会・援護局事業課から慰霊巡拝の案内です。参加を希望する遺族の方は下記までお問い合わせください。
☎厚生労働省　０３－５２５３－１１１１（代表）　左記の代表番号に電話し、次の内線番号をお伝えください。

①【東部ニューギニア、トラック諸島、マーシャル・ギルバート諸島】事業第一係（内線３４７８）
②【旧ソ連、中国】事業第二係（内線３４８０）　【硫黄島】事業第三係（内線３４９９）
③【インドネシア、フィリピン】事業第四係（内線４５３６）

派遣地域 実施予定時期 期　間 募集予定人員 備　　考

旧ソ連 ハバロフスク地方 ８月20日(日)～８月29日(火) 10日間 15名

旧ソ連 イルクーツク州 ８月27日(日)～９月５日(火) 10日間 15名

旧ソ連 クラスノヤルスク地方 ９月３日(日)～９月12日(火) 10日間 15名

旧ソ連 沿海地方 ９月24日(日)～10月３日(火) 10日間 15名

中　国 東北地方 ９月５日(火)～９月14日(木) 10日間 15名

南　方 東部ニューギニア ９月20日(水)～９月27日(水) ８日間 20名

南　方 インドネシア 10月４日(水)～10月13日(金) 10日間 15名

南　方 硫黄島（１次） 10月24日(火)～10月25日(水) ２日間 100名 羽田空港発着

南　方 トラック諸島 10月26日(木)～11月２日(木) ８日間 15名

南　方 硫黄島（２次） ２月20日(火)～２月21日(水) ２日間 100名 羽田空港発着

南　方 フィリピン ２月14日(水)～２月23日(金) 10日間 60名

南　方 マーシャル・ギルバート諸島 ３月３日(土)～３月11日(日) ９日間 10名
※実施予定時期・実施期間・募集予定人員は、現段階の案であり変更することがあります。

市公式facebook配信しています。友達検索で「うるま市」を検索し、登録ください。
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うるま市民無料相談所の開設について

①市民無料法律相談　【問】市民協働課　☎９７３－５４８７

【と　き】 ４月13日（第２木曜日）　午後２時～午後４時
【ところ】石川庁舎（１階市民相談室）

【と　き】 ４月20、27日（第３、４木曜日） 午後２時～午後４時
【ところ】庁舎東棟（１階市民相談室）
※法律相談を受けることができるのは先着８名までです。
※電話、直接窓口での事前予約が可能です。
※電話での予約はうるま市役所市民協働課までお願いします。

②行政相談　　　　　【問】市民協働課　☎９７３－５４８７

国、行政、特殊法人についての意見・要望等の相談を行います。
【と　き】 ４月25日（火）　午前10時～午後4時
　　　　（正午～午後１時を除く）
＊日程変更の場合がありますので、市民協働課へお問い合わせ

ください。
【ところ】 本庁東棟　１階　市民相談室

③人権相談　　　　　【問】市民協働課　☎９７３－５４８７

近隣のトラブル、家庭内のもめごと、いじめ、体罰等の人権
に関する相談を行います。

【と　き】 ４月25日（火）　午前10時～午後4時
　　　　（正午～午後１時を除く）
＊日程変更の場合がありますので、市民協働課へお問い合わせ

ください。
【ところ】 本庁東棟　１階　市民相談室

④消費者相談　　　　【問】市民協働課　☎９７３－５４８７

週５日相談できるようになりました！（月曜から金曜）
これまで週に１回水曜日に行っていた消費者相談を、週５回

（月曜日～金曜日）に拡充しました。消費生活に関する商品や
サービスの契約トラブル（悪質商法、架空請求、多重債務等）の
相談を行います。お気軽にご相談ください。

【と　き】 月曜日～金曜日　午前９時～午後４時（正午～午後１時除く）
※公休日、台風接近時等は休み

【ところ】 本庁東棟　１階　市民協働課

⑤家庭児童相談　　　【問】児童家庭課　☎９７３－５０４１

家庭における子育ての悩みを相談員が一緒に考えます。

⑥女性相談　　　　　【問】児童家庭課　☎９７３－５０４１

離婚、ＤＶなど女性が抱える悩みを相談員が一緒に考えます。
【と　き】 平日：午前８時３０分～午後５時
【ところ】 庁舎（東棟）２階　児童家庭課

市公式facebook配信しています。友達検索で「うるま市」を検索し、登録ください。

平成29年春の全国交通安全運動
平成29年4月6日（木）～ 4月15日（土）
交通事故死ゼロを目指す日：平成29年4月10日（月）

【運動のスローガン】
　「青信号　しっかりかくにん　わたろうね！」

【運動基本】
　子供と高齢者の交通事故防止
　　　　　〜事故にあわない、おこさない〜

【全国重点】
■歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
■後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイ

ルドシートの正しい着用の徹底
■飲酒運転の根絶

【地域重点】※沖縄県独自
　二輪車の交通事故防止
　（特に、若者を含めたマナーアップの推進）

うるま警察署・うるま地区交通安全協会
うるま市交通安全推進協議会

【問】市民協働課　☎９７３－５４８７

平成29年度 障害者委託訓練生募集
障がいのある方が仕事をする上で役立つ知識や技能を

身につけることを目的に実施しています。
【募集内容】

コース名 定　員 訓練場所
オフィスパソコン科 ８　名 宜野湾市
学食補助科 ２　名 金 武 町

【募集期間】4月3日（月）〜 21日（金）
【訓練期間】平成29年6月1日〜 8月31日
【受講料】無料（教科書、検定、保険料等は自己負担）

【問】具志川職業能力開発校　☎９７３－６６８０

【問】問い合わせ

臨時福祉給付金（経済対策分）　受付開始のお知らせ
国の経済対策の一環として、消費税が8％に引き上げられた影響を緩和するため、対象となる方に平成29年から平成

31年９月までの２年半分を一括して『臨時福祉給付金（経済対策分）』を支給します。４月上旬から受付を開始します。
【受付期限】 ８月１５日（火）
【対象】 次の①②の条件をすべて満たしている方

 ①平成28年１月１日時点で、うるま市に住所登録があった方
 ②平成28年度分の市県民税が非課税・非課税扶養の方
 対象と思われる方に申請書が届きます。

※ただし生活保護等受給者、課税者に扶養されている方は対象外です。
【支給額】 ひとり１５,０００円　【申込方法】 郵送、または窓口での受付
【申込先】 うるま市役所東棟１階市民ロビー　臨時福祉給付金コ－ルセンタ－　☎９７９－２８６０

二輪車を運転する皆さんへ
■ヘルメットのあごひもをしっかり締めましょう
■プロテクターを着用するなど安全対策は万全に
■信号を守り、無理をせず早め早めに停止しましょう
■見通しの悪い交差点では一時停止をしましょう
♦飲酒運転は絶対にやめましょう

対
象
者
と
思
わ
れ
る
方
は

す
ぐ
に

　
確
認
ジ
ャ
ー
‼
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男女共同参画コーナー

ど〜おもう？

きかい　きんとう　って何？
日本では、1985年に

「男
だん

女
じょ

雇
こ

用
よう

機
き

会
かい

均
きん

等
とう

法
ほう

」という
法律ができました。
女性に対して男性と同様な待

たいぐう

遇を
与えることなどが書かれています。

市民協働課
☎９７３－５４８７

（広報紙電子書籍アプリ「マチイロ」）お使いのスマホでアプリをダウンロードし、居住地を「うるま市」で設定してください。

うるま体操習得塾（介護予防事業）の参加ご案内
年齢を重ねても自立した生活を長く続けていくために、日頃から体力づくり

をしていますか。体力維持につながる運動の方法を学べる講座を定期的に開催
しています。事前申込不要ですので、気軽にご参加ください。

【日時と場所】①毎週（月・水・金）健康福祉センターうるみんプール
②毎週（月・木）うるみん１ F運動指導室、
③毎週（火曜）与那城地区公民館ホール
④毎週（水曜）石川保健相談センター機能訓練室
※午後１時～３時（①～④共通）

【対象】  65歳以上の市民で運動方法を学びたい方
【定員】各会場20名程度
【受講料】無料（うるみんの会場は毎回、施設利用料100円がかかります）
【申込方法】当日参加受付します。各会場に直接ご来場ください。
【お問い合わせ】介護長寿課　☎９７３ - ５１１２

元気はつらつ脳活講座　～スクエアステップで認知症予防～
年齢を重ねると多くの方が認知機能低下を心配されます。元気な時期から活

動的に過ごすことで認知機能維持を目指しませんか。認知症予防に効果的とさ
れる生活習慣や、頭と体を同時に働かせる運動（スクエアステップなど）を紹介
する講座を開催します。興味のある方はぜひご参加ください。（秋に石川地区、
年明けに与勝地区で開催予定）

【日時】６月14日（水）～８月２日（水）（毎週水曜）　午後２時～４時　
【場所】健康福祉センターうるみん
【対象】  65歳以上で歩行能力に不安の無い方（健康状態が不安定な方や運動制限

がある方は参加をご遠慮ください）
【定員】15名　【入場料・参加料】無料
【申込開始日】４月26日（水）　午前９時～

※定員に達し次第、受付を締め切ります
【申込方法】受講希望者本人による電話申し込み　
【申込先】介護長寿課　介護予防事業担当
【お問い合わせ】☎９７３ - ５１１２　

※会場への移動手段に困る方はご相談ください。

広報紙の配達に関するお問い合わせは各自治会まで
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具志川店
うるま市みどり町4丁目19番12号

沖縄県知事（6）2709号（公社）沖縄県宅地建物取引業協会会員

安慶名十字路より前原高校向け 200m 先左側

TEL 979-2200

無料査定・秘密厳守高額査定、一括即金にて買取ります
土地・一戸建て・アパート・軍用地・不動産全般 不動産を売りたい方

売却を検討されている方
お気軽にご相談ください !



危険物取扱者試験
【試験日】６月４日（日）
【試験の種類】甲種、乙種（第１類～第６類）、丙種
【願書受付期間】４月１４日（金）～２１日（金）
【願書配布先】消防本部、具志川消防署、石川消防署、

与勝消防署、平安座出張所
【問】（一財）消防試験研究センター沖縄県支部

　　☎９４１－５２０１
※電子申請可能です。詳細はＨＰをご覧下さい！

防災一口メモご寄付ありがとうございます。

☆眞
ま

榮
え

喜
き

　盛
もり

吉
よし

　様　（与那城池味）より５万円の寄付
☆照

てる

屋
や

　守
もり

勝
かつ

　様　（那覇市首里久場川町）より５万円の寄付
☆岸

きし

本
もと

　順
じゅん

一
いち

　様　（田場）より５万円の寄付
☆奥

おく

本
もと

　博
ひろし

　様　（与那城）より５万円の寄付
☆石川地区社交飲食業組合　様より２万円の寄付

うるま市社会福祉協議会へ

☆株式会社キョウリツ様よりミニはしご車（ゴルフ
カート改良）１台の寄贈

うるま市消防本部へ

☆沖縄石油基地株式会社様より市内小学３年全児童と
各学校図書館へ、童話集「童話の花束（ＪＸグルー
プ発行）」１７５０冊の寄贈

市教育委員会へ

平成29年3月1日　　　　　　　　　　　前月比
人　口　　　 １２２，７３０人　　　　　　－２３
　男　　　　　　６１，５４３人　　　　　　－１２
　女　　　　　　６１，１８７人　　　　　　－１１
世帯数　　　　 ５０，４６６戸　　　　　　＋３４

うるま市の人口

消防活動状況（平成29年2月）

救急出動件数…………………… 576件（1,145件）
搬送人員………………………… 520人（1,050人）
火災件数…………………………… 16件 　  （19件）

（　）は平成２9年１月からの累計。

市の情報を毎月5日に配
信します。友だち登録
は左記のＱＲ、または
公式アカウント検索で

「沖縄県うるま市」と検
索ください。

広報紙を電子書
籍で閲覧できる
アプリです。左記
のＱＲコードより
ダウンロードくだ
さい。

市公式 L I N E アプリ マチイロ

自助、共助、公助とは？
大規模災害発生時には、救援・救助機関である行政等も

被災する可能性があり、災害時に被害を最小限にするため
には、「自助」「共助」「公助」が、お互いに補完し合うことが
大切です。

【自助】市民一人ひとりの行動
「自分の身は自分の努力によって守る」という基本的な

考え方に基づき、日頃から災害に備え、その準備をしてお
くことが何より大切です。

【共助】お隣近所や地域での助け合い　　　　　
災害の規模が大きいほど、公的機関の迅速な支援には限

界があります。「自分たちの地域は自分たちで守る」という
隣保協同の精神に基づき、地域が組織的に助け合うことが
被害の拡大を防ぎます。日頃からお隣近所や地域で声を掛
け合い、交流を深めておきましょう。

【公助】公的機関の救助活動
個人や地域の力では解決できないことについては、公的

機関が担います。公的機関の具体的な活動は、救助活動や
医療の確保、行方不明者の捜索、支援物資の調達・配布、
避難所や応急仮設住宅の確保、復旧・復興に関する取り組
みなどがあります。

市では、39自治会37団体（平成29 年2 月末現在）の自主防
災組織が自治会を中心に結成され、災害に備えた活動に取
り組んでいます。

広報紙の配達に関するお問い合わせは各自治会まで

宝くじ助成事業で消防団活動備品を整備しました。
消防団は、宝くじの社会貢献

広報事業として、宝くじ受託事業
収入を財源として実施しているコ
ミュニティ助成事業の一環として、
活動備品(ショベル４０本、カナテ
コ８本、万能オノ４本、救助工具
セット１式、ＬＥＤランタン６個、簡易テント２張り)を整備しました。

近年、大雨や台風などでの土砂災害等も増加し、消防団員
の災害活動も増加傾向にあります。今回、整備された当該活
動備品を活用し、うるま市の防災体制もさらに強固になるもの
と期待されます。

     

27　　　広報うるま 2017　４月号



【お問い合わせ先】

うるま市役所 こども健康課
うるま市役所 東棟2階

電話：０９８-９８９-０２２０
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平成29年度　こども健康課　母子保健事業日程表

乳児健診
（前期・後期２回）

　　　前期　　　　　　　後期
（対　象）生後4〜6ヵ月　　 生後9ヵ月〜1歳未満
（受付時間）午後1時〜2時半　午前9時〜10時半
（場　所）うるみん３階

月　日 曜日
　４月１６日 日
　５月１４日 日
　６月　４日 日
　７月　２日 日
　８月１３日 日
　９月１７日 日
１０月　１日 日
１１月１２日 日
１２月　３日 日
　１月１４日 日
　２月　４日 日
　３月１７日 土

１歳半児健診
（対　　象）１歳６ヵ月〜２歳未満
（受付時間）午後１時〜２時
（場　　所）うるみん３階ホール

月　日 曜日

４月
１１日 火
１３日 木
１９日 水

５月
　９日 火
１１日 木
１７日 水

６月
　６日 火
　９日 金
１４日 水

７月
１２日 水
１８日 火
２１日 金

８月
　９日 水
１５日 火
１８日 金

９月
１２日 火
１５日 金
２０日 水

１０月
　４日 水
１０日 火
１２日 木

１１月
　９日 木
１４日 火
１６日 木

１２月
　５日 火
　８日 金
１３日 水

１月
１１日 木
１６日 火
２４日 水

２月
　６日 火
　９日 金
１４日 水

３月
２０日 火
２３日 金
２９日 木

３歳児健診
（対　　象）３歳６ヵ月〜４歳未満
（受付時間）午後１時〜２時
（場　　所）うるみん３階ホール

月　日 曜日

４月
１８日 火
２０日 木

５月
１０日 水
１６日 火
１９日 金

６月
　７日 水
１３日 火
１５日 木

７月
１１日 火
１３日 木
１９日 水

８月
　８日 火
１０日 木
１６日 水

９月
１３日 水
１９日 火

１０月
　３日 火
　６日 金
１１日 水

１１月
　７日 火
１５日 水

１２月
　６日 水
１２日 火
１４日 木

１月
１７日 水
２５日 木

２月
　７日 水
１３日 火
１５日 木

３月
１６日 金
２２日 木
２７日 火

２歳児歯科検診
（対　　象）２歳６ヵ月〜３歳未満
（受付時間）午後１時半〜２時半
（場　　所）うるみん３階ホール

月　日 曜日
　４月１２日 水
　５月１８日 木
　６月　８日 木
　７月２０日 木
　８月１７日 木
　９月１４日 木
１０月　５日 木
１１月　８日 水
１２月　７日 木
　１月１０日 水
　２月　８日 木
　３月２８日 水

離乳食スタート教室
（対象）４〜７ヵ月までの乳児の保護者
（時間）午後１時半〜４時
（場所）うるみん３階和室・調理室
　　　※予約制です（2日前まで）

月　日 曜日 月　日 曜日
4月21日 金 10月18日 水
4月27日 木 10月26日 木
5月25日 木 11月 2日 木
6月21日 水 12月20日 水
6月29日 木 12月26日 火
7月 6日 木 1月 5日 金
8月 3日 木 2月 1日 木
8月24日 木 2月22日 木
9月 7日 木 3月19日 月

母乳相談
（対象）集団：妊婦・産後６ヵ月までの方
　　　個別：妊婦・産婦

（時間）午前９時〜１１時
（場所）集団：うるみん３階和室
　　　個別：うるま市役所東棟2階相談室

月 曜日 集団
(予約不要)

個別
（要予約）

４月 火 １１日 ２５日
５月 火 ９日 ２３日
６月 火 １３日 ２７日
７月 火 １１日 ２５日
８月 火 ８日 ２２日
９月 火 １２日 ２６日

１０月 火 １０日 ２４日
１１月 火 １４日 ２８日
１２月 火 １２日 ２６日

１月 火 ９日 ２３日
２月 火 １３日 ２７日
３月 火 ２０日 １３日

離乳食ステップアップ教室
（対象）８ヵ月〜12ヵ月までの乳児の保護者
（時間）午後１時半〜４時
（場所）うるみん３階和室・調理室
　　　※予約制です（2日前まで）

月　日 曜日 月　日 曜日
5月31日 水 11月30日 木
7月27日 木 1月19日 金
9月28日 木 3月26日 月

乳幼児健康診査（健診）は、対
象者へ案内通知します。対象
年齢内であれば、どの日程で
も受診できます。　病院や保育
園で受けるものと内容が異な
ります。ぜひ受けましょう。

【こども健康相談】
※乳幼児と妊産婦の健康に関する相談、身長、体重計測などを行っています。
　日  時 ： 月〜金（祝祭日は除く）９：００〜１１：００　１４：００〜１６：００
　場  所 ： うるま市役所東棟　２階 こども健康課 相談室
　申込方法：予約制となります。お電話等でお申込みください。

【こども栄養相談】
※乳幼児と妊産婦の栄養に関する相談を行っています。
　日  時 ： 毎月第４水曜日９：００〜１１：００　
　場  所 ： うるま市役所東棟　２階 こども健康課 相談室
　申込方法：予約制となります。２日前までにお電話等でお申込みください。


